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一
一
論
説
一
一い

わ
ゆ
る

「
経
験
法
学
」

の
可
能
性

あ
る
い
は
不
可
能
性
--・ー句、

一一、』ー〆

ー
l
1
川
島
教
授
の
最
近
の
諸
論
文
に
対
す
る
二
、
三
の
歴
史
的
コ
メ
ン
ト
ー
ー

次

第
二
早
問
題
へ
の
導
入

一
「
経
験
法
学
」

二
川
島
教
授
の
法
概
念
論

ニ
-
一
法
社
会
学
の
課
題
と
方
法

ニ
・
ニ
法
的
社
会
制
御
の
モ
デ
ル

第
二
章
操
作
主
義

目

(
以
上
三
一
巻
三
・
四
合
併
号
)

(
以
上
本
号
)

守

屋

正

通
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説

一
ブ
リ
ッ
ジ
マ

γ
の
操
作
主
義

一
・
一
初
期
の
ブ
リ
ッ
ジ
マ

γ

一
・
ニ
後
期
の
ブ
リ
ッ
ジ
マ
シ

一
・
三
批
判
的
分
析
凶
l
現
実
的
操
作

一
・
四
批
判
的
分
析
初
|
理
論

ニ
ア
イ
γ
シ
ュ
タ
イ
γ
の
科
学
理
論
と
科
学
論
(
以
下
細
目
略
〉

三
科
学
の
言
語

四
法
学
的
リ
ア
リ
ス
ト

第
三
章
法
言
語
の
形
式
化
と
自
然
主
義
的
誤
謬

第
四
章
多
世
界
モ
デ
ル
と
実
証

第
五
章
結
び

5命

ーー. 
ー一
法
的
社
会
制
御
の
モ
デ
ル

付

川
島
は
以
上
の
よ
う
な
構
想
と
方
法
論
に
基
づ
い
て
、
法
の
社
会
学
的
理
論
モ
デ
ル
を
提
案
す
る
。
必
要
な
こ
と
は
、

ωま
ず
法
の

機
能
的
目
的
(
機
能
的
必
要
〉
を
決
め
る
こ
と
、

ω「
法
」
の
操
作
的
定
義
の
た
め
に
、
観
察
可
能
な
社
会
的
モ
デ
ル
を
定
め
る
こ
と
、

ωそ

し
て
こ
の
モ
デ
ル
の
上
に
法
の
一
般
的
理
論
モ
デ
ル
を
築
く
こ
と
で
あ
る
。
第
一
の
点
に
つ
い
て
、
川
島
は
、
社
会
の
規
範
的
制
度
が
一
般

に
社
会
制
御
と
い
う
機
能
目
的
を
も
っ
社
会
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
を
基
礎
に
し
て
、
特
殊
H

法
的
な
社
会
制
御
を
目
的
と
す
る
シ
ス
テ
ム

は
い
か
な
る
も
の
か
、
を
決
め
て
ゆ
く
。
第
二
の
点
に
つ
い
て
は
、

そ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
操
作
的
に
定
義
す
る
た
め
に
、
「
観
察
可
能

な
」
相
互
的
社
会
行
為
の
シ
ス
テ
ム
に
社
会
的
モ
デ
ル
を
求
め
る
。
そ
し
て
第
三
に
、
そ
の
よ
う
な
相
互
的
社
会
的
行
為
の
シ
ス
テ
ム
の
中

で、

一
般
に
社
会
制
御
が
、
特
殊
的
に
は
法
的
社
会
制
御
が
、
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
か
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
の
理
論
モ
デ
ル

北法32(1・116)116 



を
作
り
、
「
法
」
の
一
つ
の
操
作
的
定
義
を
提
案
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
法
の
社
会
制
御
モ
デ
ル
」
あ
る
い
は
「
法
の
構
造
モ
デ
ル
」

と
云
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
川
島
は
さ
ら
に
、
法
の
機
能
的
目
的
が
、
ど
の
よ
う
な
過
程
を
通
し
て
実
現
さ
れ
る
か
を
分
析
す
る
こ
と
に

「
法
の
機
能
モ
デ
ル
」
あ
る
い
は
「
法
の
紛
争
モ
デ
ル
」
の
一
つ
を
示
し
た
。
こ
こ
に
「
社
会
制
御
」
と
か
「
社
会
的
行
為
」
と

分
析
用
具
と
し
て
構
成
さ
れ
た
「
公
準
に
よ
る
概
念
」
で
あ
っ
て
、
「
社
会
的
制
御
」
は
「
あ
る
主
体
(
社

よ
っ
て
、

か
は
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、

会
的
行
為
の
主
体
)
が
何
ら
か
の
社
会
的
行
為
を
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
の
主
体
の
行
為
に
変
化
を
生
じ
さ
せ
る
過
程
」
と
し
て
規
定
さ

制
御
の
対
象
と
し
て
の
諸
個
人
の
生
理
的
、

れ
、
「
社
会
的
行
為
」
は
そ
れ
と
し
て
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、

遺
伝
的
条
件
か
ら
区
別
し

いわゆる「経験法学」の可能性あるいは不可能性 (2) 

て
、
こ
れ
ら
を
、
社
会
制
御
の
分
析
次
元
か
ら
は
捨
象
し
て
い
る
。
そ
れ
は
社
会
制
御
と
い
う
現
象
を
社
会
的
行
為
の
次
元
で
分
析
す
る
こ

と
が
、
と
り
わ
け
有
用
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
で
は
ま
ず
、
ー

l
こ
こ
で
も
随
時
コ
メ
ン
ト
を
加
え
な
が
ら
|
|
法
の
社
会
制
御
モ
デ

ル
だ
け
を
祖
述
す
る
。

亡3

川
島
は
、
ま
ず
二
人
社
会
の
相
互
行
為
シ
ス
テ
ム
を
基
礎
に
し
て
社
会
制
御
の
原
型
モ
デ
ル
を
作
り
、

「
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
」
お
よ
び

「
調
整
行
為
」
の
概
念
を
逐
次
導
入
す
る
。
相
互
行
為
シ
ス
テ
ム
は
簡
単
な
記
号
を
用
い
て
表
記
さ
れ
る
が
、

行
為
主
体
を
、
小
文
字
で
行
為
主
体
の
行
為
を
あ
ら
わ
す
。
添
字
は
行
為
主
体
の
番
号
で
あ
る
。

〔
一
般
的
〕
社
会
制
御
の
原
型
モ
デ
ル

ロ
ー
マ
ン
活
字
の
大
文
字
で

A )
 
‘，A
 
(
 
サ
ン
ク
シ
ョ
ン

H
H
(
b
H
)

妙
炉
(
む
回
|
↓
お
む

、，J1
 
(
 

こ
れ
は
、
「
主
体
y
h
が
7
h
に
対
し
て
行
為
向
を
な
し
た
と
き
、
こ
れ
を
認
知
し
て

(
H
V
)

、

ιは
L
に
対
し
て
、

向
に
対
応
す
る
(
↓
〉
反

応
行
為
向
を
す
る
」
と
読
む
。
反
応
行
為
は
、

ιが
L
の
行
為
引
を
「
是
認
」
し
て
行
わ
れ
る
と
き
も
あ
り
、
「
否
認
」
し
て
行
わ
れ
る
と

き
も
あ
る
。
是
認
と
否
認
と
の
双
方
を
含
む
上
位
概
念
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
し
て
、
術
語
「
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
」
を
定
め
る
。

ιの
反
応
行
為

北法32(1・117)117 



説

心
理
的
、

経
済
的
サ
ン
ク

ん刊は

L
に
対
す
る
「
飴
」
で
あ
る
と
き
も
あ
り
、
「
鞭
」
で
あ
る
と
き
も
あ
る
。
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
に
は
肉
体
的
、

〈

4
u

シ
ョ
ン
な
ど
が
あ
る
。

5命

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
点
は
次
の
諸
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
各
個
人
は
こ
の
段
階
で
す
で
に
、
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
社
会
的
に
意
味
の
あ

る
行
為
を
行
う
。
第
二
に
、
こ
の
段
階
で
は
、
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
は
相
互
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
体
は
相
手
に
対
し
て
(
相

互
に
)
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
三
に
、
ザ
ン
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
社
会
的
行
為
が
行
わ
れ
、
社
会
的
役
割
が
あ
る
意
味

で
す
で
に
遂
行
さ
れ
る
が
、
そ
の
役
割
分
担
は
な
お
相
互
的
で
、
役
割
担
当
は
特
定
し
て
い
な
い
。
サ
ン
グ
シ
ョ
ン
は
相
互
的
で
あ
っ
て
サ

ン
ク
シ
ョ
ン
の
決
定
は
社
会
的
に
拡
散
し
て
お
り
、
役
割
は
な
お
十
分
構
造
化
し
て
い
な
い
。
従
っ
て
こ
の
段
階
で
は
、
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
は

法
の
機
能
的
目
的
に
逆
行
す
る
規
範
的
予
期
の
表
出
と
も
な
り
う
る
。
社
会
的
に
承
認
さ
れ
た
追
加
的
機
制
に
よ
る
制
御
が
な
さ
れ
な
い
か

ぎ
り
、
こ
う
し
た
相
互
的
な
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
、
社
会
的
紛
争
を
鎮
静
化
し
調
整
す
る
と
い
う
法
の
機
能
目
的
に
逆
行
す
る
結
果
を
も
た
ら

し
う
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
こ
で
自
力
救
済
と
血
讐
の
連
鎖
反
応
を
く
い
止
め
る
に
は
、

ハ
5
〉

づ
も
り
を
当
て
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。
以
後
、

た
だ
紛
争
当
事
者
の
聞
の
血
の
教
訓
と
腹

「
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
行
為
」
を

s
で
あ
ら
わ
す
。

(2) 

調
整
行
為

L
F
(
b
H
)川
v
h
(
b
N
l
h
M
M
)
H
V
L
F
(
b
u
i
d同
)

(2) 

新
し
い
要
素
は
第
三
項
で
あ
る
。
第
三
項
は
「

L
は
(
L“
の
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
認
知
し
て
、

)
L“
に
対
し
て
、
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
向
に
対
応
す

る
反
応
行
為
引
を
す
る
」
と
読
む
。

L
の
反
応
行
為
向
に
は
こ
つ
の
様
態
が
あ
り
う
る
。
第
一
に
、

L
が
、
五
の
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
行
為
に
対

し
て
自
分
の
「
行
為
を
調
整
」

〔L-
の
期
待
に
そ
う
場
合
で
あ
る
0

〕
こ
の
場
合
に
は
、
「
サ
ン
グ
シ
ョ
ン
が
機
能
し

し
た
場
合
で
あ
っ
て
、

た
」
と
云
う
。
第
二
に
、

L
が
LH
の
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
に
対
し
て
調
整
行
為
を
し
な
い
場
合
で
あ
っ
て
、
〔
五
の
期
待
に
そ
わ
な
い
場
合
で
あ

る
。
〕
こ
の
場
合
「
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
は
機
能
し
な
か
っ
た
」
と
云
う
。
し
か
し
、
「
ザ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
機
能
し
な
い
」
場
合
と
し
て
は
、

r
h
が

北法32(1・118)118 



F
q
の
サ

γ
ク
シ
ョ
ン
(
例
え
ば

ιが
L
の
悪
口
を
云
っ
て
い
る
こ
と
)
を
認
知
し
な
か
っ
た
と
き
に
も
起
り
う
る
。
今
後
「
調
整
行
為
」
を

c
で
表
わ
す
。

いわゆる「経験法学」の可能性あるいは不可能性 (2)

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
次
の
諸
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
右
の
川
の
モ
デ
ル
と
類
比
的
に
、
向
は
Lu
に
対
す
る

L
の
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
行
為

で
あ
り
う
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
向
を
向
(
つ
ま
り
、

S
)

に
対
す
る
調
整
行
為
と
考
え
う
る
の
は
、

ιに
サ
ン
ク
シ
ョ
シ
の
役
割
を
想
定

す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
で
あ
る
。
第
二
に
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
段
階
で
は
、
な
お
ザ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
役
割
分
担
が
、

L
と
ん
で

対
称
的
で
あ
る
。
従
っ
て
具
体
的
に
反
応
行
為
を
サ
ン
グ
シ
ョ
ン
と
し
て
な
す
か
、
非
調
整
行
為
と
し
て
な
す
か
は
、
各
当
事
者
の
選
択
に

ま
か
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
行
為
の
解
釈
者
に
と
っ
て
も
、
こ
の
行
為
は
非
調
整
行
為
、
あ
る
い
は
サ
ン
グ
シ
ョ
ン
行
為
の
何
れ
と
し
て

も
解
釈
で
き
る
。

B 

〔
一
般
的
〕
社
会
制
御
の
変
型
モ
デ
ル

次
に
四
個
の
変
型
モ
デ
ル
が
導
入
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
四
個
の
変
型
モ
デ
ル
を
原
型
モ
デ
ル
と
区
別
す
る
共
通
の
要
素
は
、
予
期
サ
ン
ク
シ

ョ
ン
(
田
口
丘
町
一
回
)
間
同
巾
仏
国
出
口
ロ
4
Z
O
ロ)、

す
な
わ
ち
、
現
実
に
行
わ
れ
た
「
現
実
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
」
(
原
型
モ
デ
ル
の
場
合
〉
で
は
な
く
、
将
来

生
起
す
る
で
あ
ろ
う
と
予
期
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
仮
定
的
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
か
か
る
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
認
知

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
制
御
を
う
け
る
主
体
は
、
調
整
行
為
を
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

(3) 

第
一
変
型

(
H
a
(
b
U
H
V
P
C
)
)
H
V
H
H
(円
)

η

。

こ
こ
で
は
、
制
御
者

ιと
被
制
御
者

L
の
他
に
不
特
定
の
第
三
者
L
が
導
入
さ
れ
る
。

ω式
は
「
不
特
定
第
三
者

L
が
向
と
い
う
社
会
行

為
を
し
、

L
旬
が
こ
れ
に
対
し
て
ザ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
加
え
た
こ
と
を
認
知
し
て
、

L
は
調
整
行
為

c
を
な
す
」
と
読
む
v

仏、

第
二
変
型

北法32(1・119)119 



説

シ
ン
ボ
ノレ

よ
る
情
報
rへ

の
場
〆』
口

は (4)

1. 
の
行

門

h
a
(
b
M〉
H
V
H
f
守
口
H
v
h
ハ
円
)

論

〔
こ
こ
で
は
象
徴
的
相
互
行
為
(
田
可

BE--口
広
丹
市
同
宮
昏
}
ロ
)
の
概
念
が
導
入
さ
れ
〕
、

と
い
う
事
実
の
情
報
)
が
〔

為
向
に
対
し
て

ιが
サ
ン
ク
シ
ョ
ソ
を
加
え
た
、

〕
で
示
さ
れ
る
。
同
式
は
「
『
L
の
行
為
引
に
対
し
て

ι

が
サ
ン
ク
シ
ョ
ン

s
を
加
え
た
』
と
い
う
シ
ン
ボ
ル
に
よ
る
事
実
情
報
が
、

L
に
認
知
さ
れ
て
、

L
は
調
整
行
為

c
を
す
る
」
と
読
む
。

(5) 

第
三
変
型

E
J
 

こ
こ
で
は
シ
ン
ボ
ル
に
よ
る
情
報
の
内
容
が
、
二
つ
の
点
で
一
般
化
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
第
一
に
、
第
二
変
型
に
お
け
る
第
三

[
i
F
(

むし
u
h
(』
)
〕

H
V
L
F
-
(円
)

者
が
あ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
行
為
主
体
r
h
と
し
て
一
般
化
さ
れ
る
と
共
に
、
被
制
御
者
も
ま
た
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
成
員
と
し
て
と
ら
え
ら
れ

る
o

第
二
に
、
制
御
の
対
象
と
さ
れ
る
行
為
類
型
が
一
般
化
さ
れ
、

ム
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。

シ
ン
ボ
ル
に
よ
る
情
報
の
内
容
は
、
さ
ら
に
、
あ
る
様
式
の
行
為
に
対
し
て
サ
ン
グ
シ
ョ
ン
が
な
さ
れ
た
と
い
う
事
実
で
は
な
く
、
サ
ン

グ
シ
ョ
ン
の
一
般
的
可
能
性
を
示
す
。
こ
れ
を
川
島
は
「
規
範
情
報
」
と
よ
ん
で
い
る
。
閉
式
の
規
範
情
報
の
部
分
は
「
も
し
あ
る
ク
ラ
ス

の
主
体
ム
が
一
定
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
行
為

ιを
す
る
な
ら
ば
、

y
h
は
サ

γ
グ
シ
ョ

γ
s
を
加
え
る
」
と
読
む
v

こ
こ
で
新
し
く
導
入
さ
れ
た
要
素
コ
は
、
お
そ
ら
く
、
記
号
論
理
学
の
基
本
的
関
係
の
一
つ
、
実
質
含
意
を
示
す
記
号
と
し
て
使
わ
れ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
で
一
括
し
て
論
ず
る
機
会
が
あ
る
が
、
当
面
は
、
「
も
し
:
・
、
な
ら
ば
:
:
:
」
(
は
:
・

:
λ
r
g

-
〉
と
理
解
し
て
お
け
ば
よ
い
。

(6) 

第
四
変
型

。
〔
同
人
wdHUH-(円
)

(6) 

こ
れ
は
旬
式
の
規
範
情
報
門
戸
(
F
)
U炉
(
h
〉
〕
を
、

O
は
義
務
を
表
わ
す
様
相
演

。
門
戸
(
引
)
]
に
翻
訳
し
て
、
置
換
し
た
も
の
で
あ
る
。
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)
 

算
子
で
、
。
司
入
到
)
]
は
「
L
は
行
為

ιを
し
て
は
な
ら
な
い
。
」
と
読
む
。
但
し
、
。
門
戸
(
刊
)
〕
は
正
し
く
は
〔
。
L

F

(

刊
〉
〕
と
す
べ
き
で

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
何
故
川
島
が
。
〔
行
(
刊
)
〕
と
し
た
か
は
よ
く
判
ら
な
い
。
義
務
は
情
報
の
内
容
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
な
の

か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
で
は
情
報
の
内
容
は
、
「
あ
る
主
体
上
が
あ
る
行
為
ム
を
控
え
て
い
る
。
」
と
い
う
事
実
に
つ
い
て
の
命
題
関
数
に
す

ぎ
ず
、
規
範
情
報
と
し
て
は
不
自
然
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
そ
の
事
実
(
命
題
関
数
は
事
実
を
あ
ら
わ
さ
な
い
の
で
、
厳
密
に
は
事
実
と
い
え

な
い
が
)
を

ιは
義
務
と
し
て
う
け
と
る
、
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
〔
。
L

戸
(
刊
)
]
は
規
範
情
報
と
し
て
有
意
味
で
は
あ
り

え
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
の
議
論
で
は
(
こ
れ
も
論
理
的
に
は
不
完
全
で
あ
る
が
)
制
式
の
規
範
情
報
を
〔
O
N人
刊
)
]

いわゆる「経験法学」の可能性あるいは不可能性 (2) 

と
し
て
扱
う
こ
と
に
す
る
。

と
こ
ろ
で
川
島
は
、
[
。
i

F

(

刊
)
〕
を
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
可
能
性
を
示
す
情
報
〔
円
(
む
し
U
炉
公
)
〕
の

こ
ろ
の
当
為
文
章
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
明
ら
か
に
、
こ
の
当
為
文
章
は
L

F

(

む
し
(
入
力
情
報
)
と
炉
〈
h

)

(

出
力
情
報
)

国

roZγ
『
田
口
弘

な
記
号
で
あ
る
と

と
い
う
二
つ
の
可
能
的
事
象
の
情
報
の
閤
の
変
換
方
式
で
あ
る
と
か
、
概
念
ブ
リ
ッ
ジ
だ
と
云
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
特
別
の

規
範
的
概
念
な
ど
必
要
が
な
い
の
で
あ
っ
て
、
〔
。
円

(h)〕
は
、
口
人
む
し
U
炉
公
)
]
に
よ
っ
て
論
理
的
に
消
去
し
て
よ
い
、
と
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
果
し
て
消
去
で
き
る
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
の
が
差
当
っ
て
一
つ
の
問
題
に
な
る
が
、
そ
れ
は
暫
く
拾
い
て
お
い
て
、

川
島
の
モ
デ
ル
を
最
後
ま
で
見
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

川
島
は
こ
の
よ
う
に
、
成
員
の
社
会
的
相
互
行
為
の
シ
ス
テ
ム
と
い
う
社
会
モ
デ
ル
の
上
に
一
般
的
社
会
制
御
の
理
論
モ
デ
ル
を
作

っ
た
上
で
、
そ
の
一
つ
の
特
殊
の
場
合
と
し
て
特
殊
1
法
的
社
会
制
御
の
理
論
的
モ
デ
ル
を
導
入
す
る
。
特
殊
日
法
的
社
会
制
御
は
三
つ
の

新
し
い
要
素
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。

同)
 

唱

i(
 
そ
の
一
つ
は
、

サ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
実
行
(
川
島
は
こ
れ
を
、
「
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
執
行
」
と
よ
ぶ
)

を
承
認
す
る
か
ど
う
か
、

当
事
者

あ
る
い
は
当
事
者
以
外
の
役
割
担
当
者
に
サ
ン
グ
シ
ョ
ン
の
実
行
権
限
を
与
え
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
行
為
(
川
島
は
こ
れ
を
、
「
サ
ン
グ

北法32(1・121)121 



説

シ
ョ
ン
決
定
」
と
よ
ぶ
〉
が
、
独
立
し
た
社
会
的
行
為
な
い
し
社
会
過
程
と
し
て
分
化
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
決
定
の

論

分
化
は
法
の
形
式
的
合
理
化
の
た
め
の
一
つ
の
要
素
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
主
体
の
全
体
的
行
為
〔
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
行
為
〕

が
二
つ
の
社
会
的
役
割
に
分
解
す
る
。
〔
歴
史
的
に
も
、
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
決
定
が
専
門
化
さ
れ
た
役
割
と
し
て
ま
ず
自
立
す
れ
出
。
こ
の
よ
う

に
し
て
、

サ
ン
ク
シ
ョ
ン
執
行
ま
で
の
過
程
は
次
の
形
を
と
る
。

h
r
(
b
U
H
V
H
V
(
h
H
E
L
R
H
H
)
H
V
L
P
?
i
s
 

ヲ-

d
は
サ
ン
ク
シ
ョ

γ
決
定
、
九
は
サ

γ
グ
シ
ョ
ン
執
行
者
(
以
下
「
E
」)、

e
は
サ

こ
こ
で

ιは
サ

γ
ク
シ
ョ
ン
決
定
者
(
以
下
「
S
」)、

ン
ク
シ
ョ
ン
執
行
で
あ
る
。

サ
ン
ク
シ
ョ
ン
決
定
の
役
割
分
化
は
、
特
殊
H

法
的
な
社
会
制
御
の
機
能
目
的
、
す
な
わ
ち
、
紛
争
の
解
決
と
い
う
目
的
に
従
っ
て
生
ず

る
。
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
決
定
の
分
化
は
、
サ
ン
グ
シ
ョ
ン
実
行
に
つ
い
て
紛
争
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
サ
ン
ク
ツ
ョ
ン
決
定
は
略
し
て

「
法
的
決
定
」
と
よ
ば
れ
る
。

。，“

サ
ン
ク
シ
ョ
ン
行
為
、
特
に
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
決
定
に
対
す
る
社
会
的
制
御

の
何
ら
か
の
分
化
で
あ
る
。
サ
ン
グ
シ
ョ
ン
自
体
一
つ
の
社
会
行
為
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
対
す
る
制
御
が
必
要
と
な
り
う
る
。
法
的
決
定

に
対
す
る
特
殊
1
法
的
社
会
制
御
の
特
質
は
、
法
的
決
定
の
た
め
の
基
準
が
、
何
ら
か
の
態
様
、
程
度
で
あ
ら
か
じ
め
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
決
定

者
に
課
せ
ら
れ
、
規
範
情
報
お
よ
び
規
範
か
ら
の
逸
脱
に
対
す
る
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
情
報
が
伝
達
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
基

特
殊
日
法
的
社
会
制
御
を
特
徴
づ
け
る
第
二
の
要
素
は
、

準
は
こ
こ
で
「
法
的
決
定
基
準
」
と
よ
ば
れ
る
が
、
普
通
は
「
法
源
」
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。

サ
ン
ク
シ
ョ
ン
執
行
ま
で
の
過
程
は
次
の
式
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
。

no 

こ
こ
に
、
上
は
規
範
情
報
の
送
り
手
を
、
門
¥
U
h
凸
は
「

f
と
い
う
事
実
が
あ
れ
ば
、

d
と
い
う
決
定
を
せ
よ
」
(
傍
点
、
守
屋
)

L
F
〔

¥
U
h同
〕

H
V
h叫
(
に

)
H
V
N円
(
向
)

と
い
う

北法32(1・122)122 



情
報
内
容
を
表
わ
す
.

と
川
島
は
い
う
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
規
範
情
報
の
送
り
手
が
「
誰
」
で
あ
る
か
、
主
権
者
で
あ
る
か
、
社
会
的
慣
習

で
あ
る
か
、
社
会
的
道
理
で
あ
る
か
、
は
た
ま
た
神
で
あ
る
か
が
屡
々
論
議
さ
れ
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
法
的
決
定
基
準
の
性
格
が
左
右
さ

れ
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
が
、
こ
の
問
題
は
こ
こ
で
は
直
接
関
係
が
な
い
。
ま
た
法
的
決
定
基
準
の
言
語
に
よ
る
情
報
の
明
確

化
と
厳
格
さ
が
、
法
的
決
定
に
対
す
る
制
御
の
要
請
が
強
ま
る
程
、
強
化
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
論
理
的
推
理
を
用
い
て
で
き
る
だ
け
厳
格

に
基
準
を
構
成
す
る
と
い
う
技
術
を
促
進
し
た
。
さ
ら
に
、
法
的
決
定
に
対
す
る
社
会
制
御
は
、
法
的
決
定
者
に
対
す
る
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
の

機
構
を
備
え
る
こ
と
で
担
保
さ
れ
る
、
と
い
わ
れ
て
い
る
0

〔
し
か
し
他
方
、
基
準
の
教
義
的
厳
格
さ
が
、
基
準
の
社
会
的
妥
当
性
を
低
下

いわゆる「経験法学」の可能性あるいは不可能性 (2) 

さ
せ
る
と
い
う
デ
ィ
レ
ン
マ
を
包
蔵
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
〕

ω
特
殊
H

法
的
社
会
制
御
の
第
三
の
特
徴
は
、
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
決
定
の
役
割
が
分
化
す
る
ハ
こ
れ
は
、

ωに
述
べ
ら
れ
た
特
徴
)
の
み

な
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
役
割
の
担
当
者
の
地
位
が
、
独
立
の
社
会
的
地
位
と
し
て
分
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。

帥
さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
、
特
殊
H

法
的
社
会
制
御
は
、
社
会
的
紛
争
を
一
定
の
社
会
的
基
準
(
規
範
情
報
)
と
サ
ン
グ
シ
ョ
ン
を
通

じ
て
解
決
に
導
く
場
合
(
一
般
的
社
会
制
御
〉
、
特
に
品
リ
ン
ク
シ
ョ
ン
決
定
に
対
す
る
社
会
制
御
を
、
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
決
定
の
基
準
の
整

備
、
〔
あ
る
い
は
、
そ
こ
で
合
意
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
法
的
決
定
基
準
の
情
報
の
送
り
手
の
合
理
的
再
構
成

l
l尤
も
こ
れ
は
大
部
分
政
治

的
過
程
に
ぞ
く
す
る

l
l〕
を
通
じ
て
実
現
し
、
も
っ
て
、
社
会
的
紛
争
の
解
決
を
一
層
合
理
化
す
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
全
体
的
社
会
制
御

は
二
つ
の
構
成
部
分
、
あ
る
い
は
、
二
重
の
社
会
制
御
か
ら
成
立
っ
て
い
る
。
一
つ
は
仰
で
述
べ
ら
れ
た
、
「
法
的
決
定
制
御
」
を
媒
介
と
す

る
社
会
制
御
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
制
式
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
決
定
基
準
の
情
報
[
H
U
凸
は
い
わ
ゆ
る
「
裁
判
規
範
」
で

あ
り
、
社
会
制
御
の
対
象
は
紛
争
当
事
者
で
あ
る
。
今
一
つ
の
社
会
制
御
は
紛
争
当
事
者
の
み
な
ら
ず
、
一
般
に
社
会
成
員
の
法
的
行
為
自

体
を
、
法
的
サ
ソ
ク
シ
ョ
ン
を
媒
介
と
し
な
が
ら
、
制
御
す
る
「
法
的
行
為
制
御
」
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
社
会
制
御
は
次
の
式
で
あ
ら
わ

さ
れ
る
。

北法32(1・123)123 



説

.... 吋

n 
同
納

fヘ
!:l 
'-' 
U 
(JJ 
r、¥
伺
、ーノ
LJ  

.IJ. 
N‘ a 

"~芯
H 

』吋
M 

""，，， 
!:l l~ 
¥.-" 19 

) 

(9) 

論

こ
の
場
合
規
範
情
報
は
「
行
為
規
範
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
が
、

〔
こ
れ
は
、
実
際
上
は
「
裁
判
規
範
」
と
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、

機
能
の
点
で
区
別
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
規
範
情
報
の
機
能
と
し
て
、
裁
判
規
範
と
し
て
の
機
能
と
行
為
規
範
と
し
て
の
機
能
の
何

れ
が
第
一
義
的
で
あ
る
か
、
が
問
題
に
な
る
。
伝
統
的
争
点
の
一
つ
で
あ
る
。
〕

伺

以
上
が
「
法
的
制
御
の
二
重
構
造
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
れ
が
「
法
の
社
会
制
御
モ
デ
ル
」
の
全
体
構
造
と
な
っ
て
い

る
。
川
島
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
さ
ら
に
「
法
の
紛
争
モ
デ
ル
」
を
提
供
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
そ
の
部
分
に
は
触
れ
な
い
で
、
以

下
、
こ
れ
ま
で
祖
述
し
て
き
た
「
法
の
社
会
制
御
モ
デ
ル
」
で
、
法
理
学
的
に
議
論
の
あ
り
う
る
点
を
少
し
摘
出
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

)
 

唱
『
目
‘(
 
今
、
改
め
て
制
式
と
制
式
を
と
り
出
し
て
お
く
。

[
L
戸
(
む
し

U
F
(
h
)〕
H
v
h
(円
)

(5) 

〔
。
戸
(
判
い
〉
U
H
V
H
M
(

円

)

制

制
式
と
制
式
は
結
局
は
同
義
で
あ
る
と
し
な
が
ら
、
川
島
は
実
は
、
第
四
変
型
倒
に
対
し
て
第
三
変
型
倒
と
は
異
質
の
要
素
を
認
め
て
い

る
。
前
述
の
よ
う
に
、
川
島
は
四
つ
の
変
型
モ
デ
ル
に
共
通
す
る
要
素
と
し
て
、
被
制
御
者

L
が
「
予
期
サ
ン
グ
シ
ョ
ン
」
に
基
い
て
調
整

行
為
を
す
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
予
期
ザ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
機
能
は
、
予
期
十
ン
ク
シ
ョ
ン
の
現
実
化
の
蓋
然
性
に
つ
い
て
の
信

念
に
依
存
し
、
こ
の
信
念
の
強
さ
は
、
他
の
社
会
成
員
L
の
行
為
に
対
す
る
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
実
例
の
直
接
的
認
知
な
い
し
間
接
的
な
情

報
、
さ
ら
に
サ
ン
ク
シ
ョ
γ
の
実
現
の
蓋
然
性
に
つ
い
て
の
一
般
的
情
報
に
依
存
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
も
ま
た
様
々
の
条
件
に
依
存
す
る
、

(
初
)

と
い
う
。
川
島
は
触
れ
て
い
な
い
が
、

L
の
反
応
は
予
期
的
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
避
け
よ
う
と
い
う
何
ら
か
の
動
機
に
依
存
す
る
こ
と
も
明
ら

か
で
、
社
会
的
制
御
は
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
「
動
機
づ
け
」
を
期
待
し
前
提
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
川
島
が
「
認
知
」
と
述
べ
て
い
る
過
程

北法32(l・124)124 . 



か
か
る
動
機
づ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
れ
ま
で
に
挙
げ
ら
れ
た
各
モ
デ
ル
は
、
社
会
成
員
の
間
で
の
動
機
づ
け
の
連
闘

を
表
わ
す
模
式
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
も
っ
と
も
川
島
は
、
以
前
の
も
の
は
別
と
し
て
『
講
座
』
の
論
文
で
は
、
「
動
機
づ

け
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
な
い
こ
と
を
、
断
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
「
動
機
」
と
い
う
観
念
が
操
作
主
義
に
馴
染
ま

〈
れ
)

な
い
と
い
う
理
由
で
、
川
島
は
こ
の
観
念
を
避
け
た
の
か
も
し
れ
な
い
o

た
だ
、
認
知
を
動
機
の
一
要
因
と
し
て
扱
う
こ
と
は
心
理
学
で
も

通
常
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
そ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
動
機
づ
け
に
つ
い
て
の
「
認
知
的
理
論
」
に
明
瞭
じ
み
ら
れ
る
。

の
本
質
的
部
分
は
、

いわゆる「経験法学」の可能性あるいは不可能性 (2) 

と
こ
ろ
が
、
第
四
変
型
倒
で
は
、
逸
脱
行
動
に
対
す
る
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
種
類
と
か
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
有
無
に
つ
い
て
何
も
示
さ
れ
て
い

な
い
。
そ
こ
で

L
が
調
整
行
為
を
す
る
蓋
然
性
は
、
彼
が
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
予
期
す
る
か
、
予
期
す
る
と
し
て
い
か
な
る
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
を

予
期
す
る
か
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
り
、
従
っ
て
、

L
の
調
整
行
為
へ
の
動
機
づ
け
の
可
能
性
に
は
、
個
人
差
が
大
き
く
物
を
言
う
こ
と
に

な
る
。
そ
し
て
〔
お
そ
ら
く
、
望
ま
し
い
〕
極
限
の
場
合
と
し
て
、

L
は
何
ら
の
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
予
期
な
し
に
当
為
文
章
そ
の
も
の
に
対

応
し
て
調
整
行
為
へ
と
動
機
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
う
る
(
傍
点
、
守
屋
)
。
こ
の
よ
う
な
蓋
然
性
は

L
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
に
依
存
す

る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
道
徳
は
そ
の
よ
う
な
価
値
合
理
的
な
行
動
決
定
様
式
と
し
て
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
形
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
サ

ン
グ
シ
ョ
ン
に
よ
る
動
機
づ
け
に
加
重
的
に
、

L
を
調
整
行
為
へ
と
動
機
つ
出
)
る
。
要
す
る
に
第
四
変
型
の
特
質
は
、
第
三
変
型
の
他
律
的

動
機
づ
け
(
外
発
的
動
機
づ
け
〉
に
対
し
て
、
自
律
的
動
機
づ
け
(
内
発
的
動
機
づ
け
)
が
加
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
「
動
機
づ
け
」
と
い
う
こ
と
ば
は
多
義
的
で
あ
手
も
し
操
作
主
義
的
に
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
ま
さ
に
そ
れ
ら
の

意
味
を
操
作
的
に
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
(
第
二
章
一
参
問
)
。
行
為
者
が
あ
る
一
定
の
行
為
〈
こ
の
場
合
に
は
一
定
の

調
整
行
為
〉

へ
と
自
己
を
自
律
的
に
動
機
づ
け
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
の
行
為
者
は
自
己
の
行
為
を
、
そ
の
行
為
の
京
認
さ
れ
た
意
味
に
従

っ
て
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
行
為
を
一
定
の
類
型
の
行
為
と
し
て
意
味
あ
ら
し
め
る
基
準
に
よ
っ
て
直
接
理
由
づ
け
、
そ
の
基
準
に
よ
っ
て
承

つ
ま
り
そ
の
基
準
の
故
に
動
機
事
つ
け
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
他
律
的
動
機
づ
け
が
、
そ
の
行
為
の
基
準
と
は
異
る
動
機

認
さ
れ
る
が
故
に
、
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に
よ
っ
て
、
行
為
者
を
、
行
為
の
目
的
に
対
す
る
手
段
と
し
て
の
そ
の
行
為
へ
と
、
基
本
的
に
は
因
果
的
に
制
約
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
動

論

機
づ
け
る
の
と
は
異
っ
て
い
る
。

動
機
づ
け
の
概
念
と
同
様
、
動
機
づ
け
の
機
制
も
極
め
て
複
雑
で
あ
っ
て
、
本
稿
で
は
こ
の
問
題
を
正
面
か
ら
と
り
上
げ
る
用
意
が
な
い

が
、
少
し
脇
路
を
通
っ
て
、
こ
こ
に
関
連
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
、
一
一
一
の
問
題
点
に
触
れ
て
お
こ
う
。
同
川
島
は
社
会
的
制
御
の
第
四
変

型
的
仰
を
第
三
変
型
倒
の
「
特
殊
な
場
合
」
と
し
て
い
る

M
V、
第
四
変
型
の
場
合
の
動
機
づ
け
も
第
三
変
型
の
場
合
の
そ
れ
の
特
殊
な
場

合
、
あ
る
い
は
限
界
的
な
場
合
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
際
、
自
律
的
動
機
づ
け
(
内
発
的
動
機
づ
け
〉
と
他
律
的
動
機
づ
け
(
外

発
的
動
機
づ
け
)
が
全
く
呉
る
要
素
を
含
む
も
の
と
す
れ
ば
、
規
範
情
報

[
O
L
F
(
刊
)
〕
が
[
』
「
人
む
し
U

H

Y

(

h

)

]

の
縮
約
的
な
云
い
換
え

で
あ
る
と
い
う
川
島
の
考
え
と
は
内
的
に
削
即
断
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
自
律
的
動
機
づ
け
と
他
律
的
動
機
づ
け
を
分
別
す
る
こ
と
は
、
法
的
社
会
制
御
を
理
解
す
る
上
で
も
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
o

事
実
川
島
は
、
他
方
に
お
い
て
、
価
値
合
理
的
な
行
動
決
定
の
様
式
が
存
在
し
、
そ
れ
が
「
法
社
会
学
的
に
と
っ
て
重
要
な

意
義
を
有
す
初
」
こ
と
を
認
め
る
と
共
に
、
こ
れ
を
特
に
道
徳
と
結
び
つ
け
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
行
動
の
決
定
様
式
が
重
要

で
あ
る
の
は
、
動
機
づ
け
の
道
徳
的
機
制
が
、
動
機
づ
け
の
法
的
機
制
に
加
重
さ
れ
、
動
機
づ
け
を
強
化
す
る
か
ら
だ
け
で
は
な
い
。
紛
争

の
解
決
と
い
う
機
能
的
必
要
に
基
づ
い
て
法
が
社
会
的
成
員
を
一
定
の
法
的
行
為
へ
と
動
機
づ
け
る
場
合
に
、
法
的
制
御
の
内
部
に
自
律
的

動
機
の
機
制
が
存
在
し
な
い
な
ら
ば
、
他
律
的
に
動
機
づ
け
る
た
め
の
究
極
的
な
力
の
源
泉
を
欠
く
こ
と
に
な
り
、
制
裁
の
実
効
性
は
期
待

で
き
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
社
会
成
員
の
大
多
数
、
あ
る
い
は
少
く
と
も
、
裁
判
官
を
含
む
国
家
機
関
の
構
成
員
の
大
多
数
が
自
律
的
動

機
に
従
っ
て
法
を
遵
守
す
る
の
で
な
け
れ
ば
社
会
成
員
を
他
律
的
に
動
機
e

つ
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、
従
っ
て
、
法
秩
序
を
維
持
す
る
こ
と
は

望
み
難
い
。
こ
れ
を
差
当
っ
て
「
他
律
的
動
機
づ
け
の
パ
ラ
ド
ヅ
グ
ス
」
あ
る
い
は
「
法
H
強
制
規
範
説
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
と
よ
ん
で
お

く
。
(
も
と
よ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
法
的
社
会
制
御
に
典
型
的
な
動
機
づ
け
が
、
何
ら
か
の
他
律
的
動
機
づ
け
、
と
り
わ
け
外
的
制
裁
に
よ
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る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
)

従
来
わ
が
国
で
は
(
実
定
法
学
、
と
り
わ
け
法
社
会
学
で
〉
、
こ
の
点
に
注
意
が
向
け
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
、
と
い
っ
て
(
幻
)

よ
い
。
し
か
し
諸
外
国
で
は
少
数
派
な
が
ら
、
こ
の
間
題
点
あ
る
い
は
類
似
の
問
題
点
を
中
心
に
し
て
法
思
想
を
展
開
し
た
学
者
が
い
る
。

例
え
ば
、
川
島
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
た
ハ
l
ト
(
戸
戸
〉
・
出
血
同
同
〉
も
そ
の
一
人
で

b
泌
。
何
れ
に
し
て
も
、
川
島
が
「
動
機
」
を
特
徴

づ
け
て
、
「
人
は
自
分
の
欲
望
が
充
足
さ
れ
る
こ
と
を
欲
し
、
欲
求
の
充
足
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
を
避
け
よ
う
と
す
る
」
と
述
べ
、
そ
の
さ

いわゆる「経験法学」の可能性あるいは不可能性 (2) 

ホ
l
マ
ソ
ズ
(
。
・
。
・
出
。

sgm)
流
の
動
機
づ
け
仮
説
(
道
具
的
条
件
づ
け
を
中

心
と
す
る
、
プ
ラ
ス
ま
た
は
マ
イ
ナ
ス
の
強
化
因
子
に
よ
る
動
機
づ
け
)
を
援
用
す
る
の
は
、
不
十
分
で
あ
っ
た
と
思
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

「
経
験
法
学
」
が
「
裁
判
官
法
学
」
で
は
な
く
て
「
弁
護
士
法
学
」
で
し
か
な
い
と
榔
検
さ
れ
る
理
由
の
一
端
は
、
自
律
的
動
機
づ
け
と
他

律
的
動
機
づ
け
の
区
別
に
失
敗
し
、
あ
る
い
は
、
法
的
動
機
づ
け
に
お
い
て
他
律
的
動
機
づ
け
を
中
心
に
お
き
、
自
律
的
動
機
づ
け
を
周
縁

に
配
し
た
そ
の
動
機
づ
け
の
構
図
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
、
自
律
的
動
機
づ
け
は
法
的
に
は
無
意
味
で
あ
る
と
か
、
そ
の
よ
う
な
動

機
づ
け
は
、
法
的
に
は
、
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
可
能
性
に
よ
る
動
機
づ
け
を
基
盤
と
し
前
提
し
て
の
み
存
立
す
る
の
だ
と
、
い
く
ら
か
シ
ニ
カ

ル
に
解
し
て
み
で
も
あ
ま
り
有
益
な
よ
う
に
思
わ
れ
な
い
。
印
式
と
附
式
と
は
一
般
的
社
会
制
御
の
モ
デ
ル
だ
と
い
う
こ
と
を
思
い
出
さ
ね

ば
な
ら
な
い
。
模
式
聞
は
模
式
問
と
同
義
で
は
な
い
。
一
歩
譲
っ
て
、
法
社
会
学
的
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
、
自
律
的
動
機
づ
け
は
他
律
的
動
機
づ

け
と
同
じ
に
扱
お
う
、
従
っ
て
閉
式
は
印
式
と
法
的
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
同
義
と
読
め
(
規
約
と
し
て
認
め
よ
う
)
、
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
三
章
の
議
論
に
ゆ
ず
る
こ
と
に
す
る
。
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ぃ
、
小
室
に
従
っ
て
、

ス
キ
ナ
1

(
∞
・
問
・

ω
Eロロ
m
H
)

、

と
こ
ろ
で
、
さ
き
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
動
機
づ
け
の
機
制
は
極
め
て
複
雑
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
、
生
理
的
レ
ヴ
ェ
ル
か
ら
心
理
的

レ
ヴ
ェ
ル
、
社
会
的
レ
ヴ
ェ
ル
へ
、
さ
ら
に
は
、
可
触
的
な
も
の
の
レ
ヴ
ェ
ル
か
ら
不
可
触
的
な
象
徴
的
レ
ヴ
ェ
ル
に
い
た
る
多
様
な
機
制

層
が
、
重
層
的
に
構
造
化
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
よ
う
な
構
造
化
は
象
徴
過
程
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
制
約
さ
れ
、
制

(b) 
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御
さ
れ
た
実
験
条
件
下
で
の
知
見
|
|
そ
れ
も
大
切
で
あ
る
が
ー
ー
の
み
で
は
往
々
に
し
て
漏
れ
て
し
ま
う
(
制
御
し
切
れ
な
い
)
複
雑
さ

論

を
秘
め
て
い
る
o

従
っ
て
今
日
で
は
、
心
理
学
に
お
い
て
も
、
ス
キ
ナ
ー
を
含
め
て
の
機
械
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
(
動
因
論
な
い
し
情
緒
換
起

理
論
)
は
批
判
さ
れ
る
側
に
廻
り
、
人
間
の
内
発
的
動
機
づ
か
に
つ
い
て
の
研
究
が
意
欲
的
に
再
開
さ
れ
て
お
問
、
ま
た
、
社
会
学
、
文
化

シ
ン
ボ
ル
に
よ
る
動
機
づ
け
に
つ
い
て
の
様
々
の
角
度
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
見
ら
れ
る
。
バ
ル
ト
(
戸
田
智
子

g〉

(
ね
)

な
ど
は
、
社
会
学
は
最
終
的
に
は
社
会
論
理
学
へ
と
合
体
せ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
さ
え
言
っ
て
い
る
。

人
類
学
な
ど
で
も
、

ま
た
英
国
出
身
の
社
会
学
者
ダ
ン
カ

γ

〈出
-
U
・
ロ
ロ
ロ

g
ロ)

は
あ
る
書
物
を
次
の
よ
う
に
書
き
出
し
て
い
る
。
「
社
会
諸
科
学
の
至
る

処
で
、

わ
れ
わ
れ
は
社
会
の
中
の
人
聞
の
繋
が
り
は
、
経
済
、
政
治
、
性
、
技
術
、
都
市
化
あ
る
い
は
宗
教
な
ど
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い

る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
聞
か
さ
れ
る
。
し
か
し
、
象
徴
的
諸
形
式
が
ど
の
よ
う
に
わ
れ
わ
れ
の
社
会
生
活
を
形
造
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
点

ほ
と
ん
ど
何
も
言
わ
れ
て
い
な
い
よ
と
。
ダ
ン
カ

γ
が
こ
う
述
べ
て
い
る
の
は
主
と
し
て
ア
メ
リ
カ
社
会
学
に
つ
い
て
で
あ

に
つ
い
て
は
、

る
が
、
「
社
会
に
お
け
る
シ
ン
ボ
ル
に
つ
い
て
充
分
な
考
察
を
行
い
え
な
い
ア
メ
リ
カ
社
会
学
者
の
無
能
力
」
の
原
因
を
彼
は
、
基
本
的
に

そ
の
一
つ
は
、
象
徴
的
な
も
の
を
主
観
的
な
も
の
と
混
同
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
社
会
学
者
た
ち
の

は
、
四
つ
程
挙
げ
て
い
る
。
例

い
う
に
は
、
文
学
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
公
的
な
表
現
の
形
式
は
、
わ
れ
わ
れ
が
自
分
自
身
に
関
係
す
る
デ
ー
タ
を
集
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
に
、
『
科
学
的
な
』
方
法
で
研
究
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
よ
「
社
会
学
者
は
生
活
の
内
容
は
研
究
す
る
が
、
そ
の
ス
タ
イ
ル
は

研
究
し
な
い
よ

の
でげ)

原
因
の
第
二
は
、

ア
メ
リ
カ
の
社
会
学
者
は
、
非
機
械
論
的
モ
デ
ル
を
利
用
す
る
点
で
は
「
訓
練
さ
れ
た
無
能
力
」
を
具
え
て
い
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
考
察
す
る
こ
と
が
極
め
て
不
得
手
な
こ
と
で
あ
る
。
社
会
学
の
す
べ
て
の
理
論
を
物
理
学
に
由
来
す
る
研

究
モ
デ
ル
に
還
元
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、
社
会
学
者
が
意
味
を
扱
う
こ
と
を
不
可
能
に
し
て
し
ま
う
だ
け
で
あ
る
。
彼
ら
の
考
え
で
は
、
シ
一

ン
ボ
ル
を
社
会
体
系
の
表
面
に
存
在
す
る
表
面
的
な
現
象
に
還
元
し
て
し
ま
い
、
そ
し
て
現
実
に
人
聞
の
動
機
づ
け
を
決
定
す
る
の
は
(
現
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代
の
機
械
論
的
語
法
で
云
え
ば
〉
社
会
体
系
の
「
歯
車
の
噛
み
合
い
」
な
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
碍
v

(め

第
三
の
原
因
は
精
神
と
自
然
の
二
元
論
で
あ
る
が
、

シ
ン
ボ
ル
は
経
済
的
、
政
治
的
あ
る
い
は
性
的

ア
メ
リ
カ
社
会
学
の
中
で
は
、

な
「
現
実
」
の
「
仮
面
」
な
い
し
「
反
映
」
と
し
て
記
述
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
二
元
論
は
社
会
思
想
の
中
で
き
わ
め
て
古
い
歴
史
を
も

っ
て
お
り
、
ま
た
い
か
な
る
様
式
の
社
会
分
析
も
少
く
と
も
二
つ
の
タ
イ
プ
の
「
実
在
」
を
生
み
出
す
こ
と
は
つ
と
に
認
め
ら
れ
て
き
た
。

す
な
わ
ち
、
第
一
に
は
「
社
会
的
事
実
」
と
呼
ば
れ
る
分
析
的
〔
分
析
さ
れ
た
〕
要
素
で
あ
っ
て
、
人
は
こ
れ
を
容
易
に
観
察
す
る
こ
と
が

で
き
る
o

第
二
の
「
実
在
」
は
、
そ
れ
ほ
ど
容
易
に
は
観
察
で
き
な
い
が
、
そ
れ
は
分
析
が
あ
る
特
定
の
方
法
で
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

いわゆる「経験法学」の可能性あるいは不可能性 (2)

一
つ
の
体
系
の
中
で
生
起
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
う
ち
、
容
易
に
観
察
さ
れ
る
諸
要
素
は
ハ
す
な
わ
ち
第
一
の
実
在
)
「
レ
ラ

1
タ
」
公
己
え
る
と
呼
ば
れ
、
〔
第
二
の
実
在
の
〕
シ
ス
テ
ム
を
支
え
る
諸
要
素
は
こ
う
し
た
「
レ
ラ
l
タ
」
の
関
係
と
呼
ば
れ
る
。
し
か

し
社
会
関
係
と
し
て
の
レ
ラ
l
タ
の
関
係
の
特
殊
性
は
、
そ
れ
が
意
図
や
目
的
を
可
能
に
す
る
諸
形
式
を
も
っ
シ
ン
ボ
ル
の
中
で
、
そ
し
て

そ
れ
を
通
じ
て
生
起
す
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
〔
た
と
え
ば
、
〕
野
球
を
し
よ
う
と
意
図
す
る
以
前
に
、
す
で
に
ゲ

1
ム
の
形
式
、
そ
の
規

(ω) 

則
が
存
在
し
て
い
る
の
で
な
け
れ
ば
、
そ
も
そ
も
野
球
を
し
よ
う
と
意
図
す
る
こ
と
も
〔
野
球
す
る
こ
と
も
〕
で
き
な
い
。

同
第
四
に
、
シ
ン
ボ
ル
を
、
シ
ン
ボ
ル
自
体
以
外
の
何
物
か
を
「
表
示
す
る
」
記
号
と
し
て
定
義
す
る
こ
と
は
、
も
う
一
つ
の
混
乱
の

〈
叫

J

(

必〕

源
泉
で
あ
る
o

ダ
ン
カ
ン
が
念
頭
に
お
い
て
い
る
の
は
意
味
H

指
示
物
公
正

2
3⑦
理
論
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
シ
ン
ボ
ル
の
有
効
性

は
、
す
べ
て
の
集
団
成
員
が
、
そ
れ
に
対
し
て
多
か
れ
少
な
か
れ
同
じ
よ
う
に
反
応
す
る
よ
う
に
条
件
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
に
よ

っ
て
い
る
の
で
あ
引
w

こ
れ
に
対
し
て
ダ
ン
カ
ン
は
、
「
し
か
し
、

シ
ン
ボ
ル
を
用
い
る
の
で
な
け
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
ど
う
し
て
意
味
を

『
附
与
』
し
、
経
験
を
『
整
理
』
:
:
:
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
も
し
シ
ン
ボ
ル
が
「
意
味
の
運
び
手
」
と
し
て
機
能
し
、
意
味
の
起
源

は
シ
ン
ボ
ル
に
は
な
い
と
す
れ
ば
、
一
体
意
味
の
起
源
は
何
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
」
と
問
い
か
け
て
い
る
。
な
る
ほ
ど
、
こ
の
問
い
か
け
自
体

は
極
端
で
あ
る
と
し
て
も
、
真
理
の
一
半
は
分
有
し
て
い
る
の
で
厄
介
な
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
こ
と
ば
の
意
味
を
学
ぶ
の
は
窮
極
的
に
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説

は
こ
と
ば
に
よ
っ
て
意
味
さ
れ
る
も
の
を
直
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
だ
、
と
い
う
理
論
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
直
示
的
定
義
は
常
に
暖
昧
で
あ

っ
て
、
こ
と
ば
に
よ
っ
て
補
充
さ
れ
ね
ば
な
ら
b
ザ
あ
る
い
は
物
、
映
像
、
身
ぶ
り
等
は
記
号
と
な
り
う
る
(
意
味
を
表
わ
し
う
る
)
か

論

基本的社会行動|連帯的行動 iシンボノレ的行動
反 射 連帯的反射 シ γ ポル反射

情緒的行動 連帯的情緒行動 シソポノレ情緒的行動

操作的行動 連帯操作的行動 シソボル操作的行動

自己強化的行動 連帯的自己強化行動 シシボノレ自己強化的行動

が
あ
る
。
そ
の
著
し
い
例
が
、 ぎ

り
、
そ
れ
を
通
じ
て
で
な
け
れ
ば
言
い
表
わ
せ
な
い
あ
る
も
の
に
関
連
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か

し
そ
れ
が
記
号
と
し
て
の
機
能
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
そ
れ
は
高
次
言
語
〈
メ
タ
言
語
〉
、
〔
つ
ま
り
、
分
析
者

に
由
来
す
る
に
せ
よ
、
言
語
体
系
に
由
来
す
る
に
せ
よ
、
記
号
の
コ
l
ド
を
説
明
す
る
言
語
〕
な
し
に
は
済
ま

(

日

制

)

さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
「
経
験
法
学
」
者
は
シ

γ
ボ
ル
と
か
意
味
に
全
く
盲
目
な
の
か
と
問
え
ば
、

お
そ
ら
く
言
下
に
「
否
」

と
い
う
答
が
返
っ
て
く
る
に
ち
が
い
な
い
。
経
験
法
学
に
は
そ
の
当
初
か
ら
論
理
的
意
味
論
(
「
哲
学
的
意
味

論
」
と
も
呼
ば
れ
る
〉
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
は
、
人
が
つ
と
に
知
る
と
こ
ろ
で
お
刊
か
o

こ
れ
は
も
と
も
と
科
学

的
メ
タ
言
語
の
構
成
を
主
眼
と
し
た
理
論
で
あ
る
が
、
象
徴
過
程
論
に
関
連
す
る
脈
絡
で
は
、
小
室
の
論
文
が

あ
問
。
そ
の
中
で
小
室
は
、
社
会
行
動
を
図
の
よ
う
に
類
型
化
し
た
。
基
本
的
社
会
行
動
の
う
ち
、
反
射
、
情

緒
的
行
動
、
操
作
的
行
動
は
ス
キ
ナ
l
、
ホ

l
マ
ン
ズ
に
由
来
す
る
が
、
自
己
強
化
的
行
動
は
小
室
が
補
足
し

た
も
の
で
あ
る
。
連
帯
的
行
動
は
、
基
本
的
行
動
が
個
人
の
一
般
的
条
件
づ
け
指
標
が
相
互
に
独
立
で
あ
る
場

合
の
行
動
類
型
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
そ
の
指
標
が
個
人
の
間
で
相
互
に
独
立
で
な
い
、
す
な
わ
ち
、
何
ら
か

の
形
で
指
標
が
相
互
に
連
関
し
て
い
る
場
合
の
行
動
類
型
で
あ
る
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。
シ
ン
ボ
ル
的
行
動
は

ど
う
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
シ
ン
ボ
ル
に
与
え
ら
れ
た
説
明
か
ら
推
察
で
き
る
。
「
シ
ン
ボ
ル
の
特
徴
は
、

と
た
び
成
立
す
る
と
、
そ
れ
自
体
独
自
の
体
系
を
成
立
せ
し
め
、
個
有
法
則
性
を
以
て
作
動
を
開
始
す
る
こ
と

い
わ
ゆ
る
「
イ
メ
ー
ジ
の
独
り
あ
る
き
」
と
い
わ
れ
る
現
象
で
あ
る
。
さ
て
、
〔
1

1
こ
こ
か
ら
重
要
な
の
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シ
ン
ボ
ル
は
個
有
法
則
性
を
有
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
、
人
間
行
動
を
制
御
す
る
働
き
を
久
的
。
」
従
っ
て
、
シ

ン
ボ
ル
は
一
般
的
条
件
づ
け
指
標
の
一
環
と
し
て
理
解
さ
れ
、
ま
た
そ
の
限
り
に
お
い
て
社
会
学
的
に
意
味
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

と
、
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
指
標
は
い
わ
ゆ
る
効
用
関
数
の
上
位
概
念
と
し
て
の
欲
求
性
向
の
さ
ら
に
上
位
概
念
と
し
て
構
成
さ
れ
、
社
会
的

行
動
連
関
の
一
般
理
論
は
、
経
済
学
に
お
け
る
一
般
均
衡
理
論
と
類
比
的
に
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
あ
る
が
|
|
〕

いわゆる「経験法学」の可能性あるいは不可能性 (2) 

シ
ゾ
ボ
ル
が
一
般
的
条
件
づ
け
指
標
と
し
て
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
は
、
小
室
の
こ
の
論
文
で
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
一
般
的
に
い

え
る
こ
と
は
、
ま
ず
、
動
機
づ
け
が
、
条
件
づ
け
、
つ
ま
り
「
学
習
」
に
全
く
壊
小
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
実
際
、
小
室
が
提
示
す

る
社
会
的
行
動
連
関
分
析
の
一
般
理
論
は
学
習
に
つ
い
て
の
微
分
方
程
式
を
か
り
て
表
現
さ
れ
て
い
却
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
既
存
の
台

本
に
従
っ
て
役
割
を
演
ず
る
だ
け
で
は
な
く
、
ド
ラ
マ
を
作
り
な
が
ら
生
き
て
い
る
。
一
定
の
構
造
に
順
応
し
、
そ
の
構
造
の
安
定
化
に
寄

与
す
る
の
み
で
は
な
く
、
別
の
構
造
を
求
め
て
も
行
動
す
る
。
そ
の
さ
い
言
語
は
、
思
考
や
行
動
の
様
式
に
対
応
す
る
記
号
、
あ
る
い
は
刺

激
の
代
用
品
と
し
て
よ
り
も
む
し
ろ
そ
れ
自
体
す
ぐ
れ
て
行
為
の
様
式
と
し
て
機
能
す
る
。
そ
し
て
、
小
室
が
基
本
的
に
依
拠
す
る
「
構
造

機
能
分
析
」
が
、
一
定
の
構
造
の
枠
内
で
機
能
を
分
析
し
、
そ
の
逆
で
は
な
い
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
行
動
主
義
的
記
号
論

の
徹
底
し
た
、
極
端
な
「
状
況
(
こ
こ
で
具
体
的
に
は
刺
激
l
反
応
〉
還
元
主
義
」
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
出
。
こ
れ
に
対
す
る
一
つ
の
批
判

の
み
を
引
用
し
て
お
く
。
「
発
話
と
関
連
し
て
、
人
聞
は
同
刺
激
が
提
示
さ
れ
、
仙
反
応
を
起
こ
す
、
と
い
う
よ
う
な
理
論
を
提
唱
す
る
こ

と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
ス
キ
ナ
ー
に
よ
る
と
、

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
の
理
論
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
同
一

刺
激
が
異
っ
た
反
応
を
起
す
こ
と
を
許
容
し
て
い
る
。
:
:
:
特
定
の
現
に
存
す
る
、
観
察
可
能
な
刺
激
が
、
特
定
の
言
語
的
反
応
を
惹
き
起

こ
す
ケ
l
ス
は
ほ
と
ん
ど
全
く
な
い
こ
と
を
悟
れ
ば
、
こ
の
理
論
は
崩
壊
し
て
つ
ま
ら
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。
:
:
:
様
々
な
反
応
が

あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
支
配
す
る
刺
激
も
違
う
と
い
う
こ
と
、
現
存
の
反
応
は
〔
例
え
ば
〕
そ
の
絵
を
眺
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
決
定
さ

れ
る
の
で
は
な
く
、
強
化
の
あ
ら
ゆ
る
特
徴
を
勘
定
に
入
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
て
は
じ
め
て
説
明
の
つ
く
こ
と
で
あ
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説

る
。
主
た
る
困
難
は
、
支
配
す
る
刺
激
が
精
確
に
何
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
反
応
か
ら
刺
激
へ
と
遡
る
以
外
に
は
確
定
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
理
論
の
全
体
の
要
点
は
、
反
応
が
、
少
く
と
も
原
理
的
に
は
、
刺
激
か
ら
予
測
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

(臼〉

実
際
に
は
刺
激
が
反
応
か
ら
の
み
固
定
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
理
論
は
空
無
に
な
っ
て
し
ま
う
。
」

2T. 
d問

一
般
的
に
い
え
る
第
二
の
問
題
点
は
、
経
済
学
に
お
け
る
一
般
均
衡
理
論
と
類
比
的
に
社
会
行
動
連
関
分
析
を
行
お
う
と
す
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
本
節
ニ
・
ニ
の
註
(

5

)

で
す
で
に
触
れ
た
と
こ
ろ
な
の
で
、
こ
こ
で
は
纏
述
し
な
い
。

付
小
室
は
同
じ
論
文
で
、
行
動
自
体
が
強
化
因
子
と
な
る
行
動
を
認
め
、

く
、
か
か
る
行
動
を
な
す
こ
と
自
体
が
め
ざ
さ
れ
て
い
る
」
と
言
う
。
そ
れ
は
そ
う
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
内
発
的
に
動
機
づ
け
ら
れ
た
活

「
そ
れ
は
、
賞
罰
に
よ
っ
て
条
件
づ
け
ら
れ
た
行
動
で
は
な

動
と
は
当
の
活
動
以
外
に
は
明
白
な
報
酬
が
全
く
存
在
し
な
い
よ
う
な
活
動
の
こ
と
で
あ
る
と
言
っ
て
も
、
快
、
不
快
が
状
況
把
握
の
セ
ン

サ
ー
と
は
な
っ
て
も
そ
れ
自
体
で
動
機
づ
け
の
機
制
と
は
な
り
え
な
い
と
共
に
、
活
動
と
い
う
も
の
は
そ
れ
自
体
を
強
化
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
も
の
で
あ
る
限
り
、
操
作
的
定
義
と
し
て
あ
ま
り
役
に
立
た
な
い
。
そ
し
て
ま
た
、

(
当
の
行
為
の
目
的
で
は
な
く
)
当
の
行
為
に
伴

う
喜
び
は
、
行
為
の
内
発
性
を
損
う
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
心
理
学
的
に
は
、
そ
の
よ
う
な
行
為
に
伴
う
内
的
結
果
(
報
酬
と
か
損
失
)
に

着
目
し
、
そ
れ
と
の
相
関
に
お
い
て
内
発
的
動
機
づ
け
の
研
究
を
進
め
る
こ
と
に
な
点
。
従
っ
て
ま
た
、
社
会
学
的
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
行
為
に

伴
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
ま
た
は
集
団
に
関
す
る
社
会
的
結
果
に
着
目
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
右
の
考
察
に
あ
っ
て
は
、
心
理
学
的
な
い
し
社
会
学
的
視
点
に
立
っ
て
内
発
的
動
機
づ
け
を
操
作
的
に
扱
う
さ
い
の
方
法
が

論
点
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
あ
る
制
度
が
(
ル

1
ル
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
)
機
能
す
る
場
合
の
論
理
的
機
序
に
つ
い
て
は
さ
ら
に

異
っ
た
考
察
が
必
要
で
あ
る
。
詳
し
く
は
第
二
章
四
に
譲
る
が
、
こ
と
で
は
次
の
点
に
注
目
し
て
お
こ
う
。

さ
き
に
(
本
節
伺

ω同
〉
自
律
的
動
機
づ
け
が
法
に
お
け
る
他
律
的
動
機
づ
け
に
加
重
さ
れ
、
こ
れ
を
強
化
す
る
の
み
で
な
く
、
法
的
制

度
の
内
部
に
自
律
的
動
機
の
機
制
が
存
在
し
な
い
と
、
法
制
度
の
維
持
が
論
理
的
に
不
可
能
に
な
る
こ
と
、
ま
た
、
川
島
が
内
発
的
動
機
づ
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け
を
専
ら
道
徳
と
結
び
つ
け
た
こ
と
に
触
れ
た
が
、
内
発
的
動
機
づ
け
が
単
に
道
徳
的
機
制
で
あ
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
微
妙
で
は
あ
る
が

法
哲
学
的
に
議
論
の
多
い
時
官
が
す
で
に
あ
り
、
こ
の
点
で
、
カ
ン
ト
に
よ
る
周
知
の
道
徳
性
(
冨
OE--E)
と
適
法
性
(
戸
市
官
官
官
)
と

の
区
別
は
再
見
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
カ
ン
ト
は
ほ
ぼ
正
確
に
問
題
の
輪
郭
を
描
い
て
い
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
有
名
な
一

個
所
を
引
用
し
て
お
こ
う
。
「
行
為
の
動
機
を
無
視
し
た
、
行
動
と
法
則
と
の
た
ん
な
る
一
致
も
し
く
は
不
一
致
は
、
適
法
性
と
よ
ば
れ

る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
お
い
て
法
則
に
由
来
す
る
義
務
の
理
念
が
同
時
に
行
為
の
動
機
で
あ
る
よ
う
な
行
為
と
法
則
と
の
一
致
は
、
行
為
の

た
だ
外
的
な
義
務
で
の
み
あ
り
う
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
立
法
が
、
内
的

道
徳
性
と
よ
ば
れ
る
。

〔
改
行
〕
法
的
立
法
に
よ
る
義
務
は
、

いわゆる「経験法学」の可能性あるいは不可能性 (2) 

で
あ
る
こ
の
義
務
の
理
念
が
そ
れ
自
体
だ
け
で
行
為
す
る
者
の
選
択
意
志
の
規
定
根
拠
で
あ
る
こ
と
を
要
求
せ
ず
、
し
か
も
な
お
そ
れ
は
法

則
に
適
合
す
る
動
機
を
必
要
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、

た
だ
外
的
な
動
機
の
み
を
法
則
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に

対
し
て
、
倫
理
的
立
法
は
、

た
し
か
に
内
的
な
行
為
を
も
義
務
と
は
す
る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
外
的
な
行
為
を
も
閉
め
出
す
な
ど
と
い
う

こ
と
は
な
く
、

お
よ
そ
義
務
で
あ
る
と
こ
ろ
の
す
べ
て
に
関
係
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
道
徳
的
立
法
が
行
為
の
内
的
動
機
(
義

務
の
観
念
)
を
み
ず
か
ら
の
法
則
の
中
に
含
ん
で
お
り
、

し
か
も
こ
の
よ
う
な
規
定
は
決
し
て
外
的
立
法
に
混
入
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
、
と

い
う
ま
さ
に
そ
の
理
由
で
、
道
徳
的
立
法
は
、
外
的
な
立
法
(
神
的
な
意
志
の
そ
れ
で
す
ら
〉
で
は
あ
り
え
な
い
。
た
と
え
そ
れ
が
、
他

の
、
つ
ま
り
外
的
な
立
法
に
基
づ
く
義
務
を
、
義
務
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
立
法
の
内
に
動
機
と
し
て
取
り
入
れ
る
こ
と
は
あ
る
に
し
て

い
明
」
こ
こ
に
お
い
て
、
カ
ン
ト
が
ま
ず
行
為
の
「
適
法
性
」
と
「
道
徳
性
」
を
区
別
し
、
し
か
る
の
ち
に
、
義
務
の
由
来
す
る
三
つ
の
立

法
、
す
な
わ
ち
法
的
立
法
、
倫
理
的
立
法
、
道
徳
的
立
法
を
区
別
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
行
為
の
「
道
徳
性
」
を
そ
れ
ぞ
れ
の
法
則
に

由
来
す
る
義
務
の
理
念
と
行
為
の
動
機
と
の
一
致
に
求
め
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
o

「
道
徳
性
」
が
通
説
の
説
く
よ
う
に
単
純
に
道
徳

に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
o

法
哲
学
者
の
聞
の
件
の
論
争
に
は
こ
こ
で
は
立
入
ら
な
い
。
た
だ
以
上
の
考
察
か
ら
二
つ
の
新
し
い
問
題
に
簡
単
に
言
及
し
て
お
き
た
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説

ぃ
。
従
来
、

論

ホ

l
マ
ン
ズ
流
の
強
化
因
子
説
が
法
的
制
裁
に
単
純
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
再
考
を
要
す
る
、
と
い
う

こ
と
が
第
一
の
点
で
あ
る
。
法
的
制
裁
の
形
式
で
あ
る
物
理
的
実
力
と
か
金
銭
賠
償
が
な
ぜ
法
的
制
裁
の
主
流
と
な
っ
て
き
た
か
に
つ
い
て

は
、
歴
史
的
社
会
学
的
機
能
分
析
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
法
的
制
裁
を
「
飴
と
鞭
」
に
単
純
に
比
定
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
第
二
に
、
象

徴
的
相
互
行
為
に
お
け
る
動
機
づ
け
の
機
制
が
十
分
考
慮
さ
れ
る
と
共
に
、
法
と
道
徳
と
が
歴
史
の
中
で
果
し
て
き
た
役
割
、
と
く
に
社
会

構
造
お
よ
び
反
構
造
(
社
会
構
造
お
よ
び
構
造
と
構
造
と
の
聞
の
狭
間
)
の
中
で
果
す
役
割
に
つ
い
て
新
し
い
具
体
的
な
分
析
が
必
要
で
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
道
徳
を
単
に
形
而
上
学
的
理
念
の
問
題
に
解
消
し
去
っ
て
よ
い
と
は
思
え
な
い
。
道
徳
形
而
上
学
を
批
判
す
る
側
に

ス
キ
ナ

I
、

も
、
擁
護
す
る
側
に
も
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

動
機
づ
け
に
つ
い
て
は
、
少
し
長
き
に
失
し
た
感
も
あ
る
が
、
以
上
の
簡
単
な
言
及
に
と
ど
め
て
、
脇
道
か
ら
本
道
に
戻
る
こ
と
に
し
た

い
。
そ
し
て
以
下
本
章
で
は
、
二
章
以
下
の
本
論
の
問
題
へ
の
導
入
と
い
う
本
章
の
趣
旨
に
の
っ
と
っ
て
、
問
題
の
設
定
に
と
ど
め
る
つ
も

り
で
あ
る
。

(2) 

さ
て
川
島
は
、
象
徴
的
相
互
行
為
(
若
田

F
F
S芯
S
E
oロ)
に
お
け
る
「
表
現
」
(
日
官
2
回
目
。
ロ
)
の
機
能
を
ど
の
よ
う
に
見
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
一
定
の
情
報
(
事
実
的
、
規
範
的
、
現
実
的
、
可
能
的
、
直
接
的
、
間
接
的
情
報
)
が
被
制
御
者
を
調
整
行
為
へ
と
動

機
づ
け
る
と
い
わ
れ
る
と
き
、
情
報
は
一
つ
の
表
現
の
形
を
と
る
が
、
そ
れ
は
ど
ん
な
機
能
を
も
つ
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
川
島

〔
印
)

に
は
表
立
っ
た
分
析
は
な
い
。
し
か
し
一
般
的
に
云
っ
て
、
象
徴
過
程
(
印
可
B
r
o
z
n
同
】

H
o
n
g回
)
論
と
か
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
で
は
、

表
現
は
、
少
く
と
も
三
つ
の
機
能
を
も
っ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
「
徴
候
機
能
」
、
「
信
号
機
能
」
、
「
象
徴
機
能
」
で
あ
る
。
「
徴
候
機
能
」
は
、

痛
み
を
感
じ
て
「
痛
い
」
と
い
う
と
き
の
よ
う
に
、
心
の
内
部
の
状
況
を
自
動
的
に
表
出
す
る
表
現
の
機
能
で
、
「
痛
い
」
と
い
う
表
現
は

痛
み
の
徴
候
(
白
石
ロ
)
と
し
て
機
能
す
る
。
「
信
号
機
能
」
で
は
、
現
実
の
記
号
を
通
じ
て
情
動
と
か
行
為
を
喚
起
す
る
表
現
の
機
能
で
、
表

現
は
情
動
や
行
為
へ
の
信
号

(2mg-)
と
し
て
作
用
す
る
。
「
象
徴
機
能
」
は
、
記
号
に
よ
っ
て
感
情
や
物
事
の
状
態
を
再
現
(
同
町
宮

g
g

。 北法32(1・134)134 



し
た
り
、
純
粋
に
描
写
(
辛
出

q
p
$
し
た
り
す
る
機
能
で
、

表
現
は
感
情
や
物
事
の
象
徴
宏
司

BE)
と
し
て
働
く
の
で
あ
問
。
い
わ
ゆ

る
哲
学
的
意
味
論
が
、
こ
こ
で
い
う
表
現
の
象
徴
機
能
に
ま
ず
足
場
を
求
め
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
と
り
わ

け
、
論
理
的
意
味
論
に

(
F
E
S
I
3
B白
2
5
1
従
っ
て
川
島
が
依
拠
す
る
意
味
t
指
示
物
理
論
に
も
、
当
て
は
ま
る
。
し
か
し
、
あ
る

象
徴
的
意
味
を
も
つ
こ
と
ば
も
、
様
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
も
ち
う
る
の
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
手
術
中
の
医
師
が
「
針
!
」
と

発
話
し
た
と
き
、
こ
れ
は
、
補
助
者
に
「
針
を
出
せ
o
」
(
信
号
)
と
指
図
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
単
に
「
針
が
あ
る
o
」
(
象
徴
)

と
述
べ
て
い
る
の
み
か
も
し
れ
ず
、
あ
る
い
は
、
「
し
ま
っ
た
。
針
を
患
部
に
残
し
て
し
ま
っ
た
o
」
(
徴
候
と
象
徴
)

と
驚
き
を
表
現
し
て

いわゆる「経験法学」の可能性あるいは不可能性 (2) 

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
様
々
の
機
能
を
説
明
す
る
た
め
に
は
、
哲
学
的
意
味
論
の
新
し
い
展
開
が
必
要
だ
っ
た
こ
と
も
周
知

の
こ
と
で
あ
対
w

例
え
ば
川
島
が
引
用
し
て
い
る
オ
グ
デ
ン
H

リ
チ
ャ

i
ズ
の
『
意
味
の
意
味
』
で
も
、
あ
る
程
度
は
こ
う
し
た
機
能
の
分

析
が
な
さ
れ
て
い
品
。
こ
の
よ
う
な
表
現
の
機
能
的
意
味
を
論
理
・
意
味
論
的
に
分
析
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
表
現
を
そ
の
よ
う
な
分
析
に
適

し
た
文
に
一
旦
翻
訳
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
か
な
り
厄
介
な
作
業
で
あ
り
、

か
っ
、
自
ら
限
度
が
あ
る
。
と
に
か
く
、

川
島
が
社
会
的
制
御
過
程
論
で
必
要
と
し
た
象
徴
的
相
互
作
用
の
分
析
で
は
、
論
理
的
意
味
論
を
使
う
よ
り
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
を

使
う
方
が
、
問
題
の
取
り
扱
い
を
容
易
に
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
適
切
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
川
島
の
立
場
に
立
っ
て
、

モ
デ
ル
耐
の
規
範
情
報

が
モ
デ
ル
倒
の
規
範
情
報
と
同
義
で
あ
る
と
い
わ
ん
が
た
め
に
は
、
ニ
つ
の
モ
デ
ル
に
含
ま
れ
る
表
現
の
機
能
を
、
ま
さ
に
表
現
の
関
説
的

意
味
合
え
2
8
t
L
B
E巳
ロ
巴
と
し
て
陽
顕
的
に
含
む
文
に
翻
訳
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
今
や
、
見
易
い
こ
と
で
あ
る
。
モ
デ
ル

仰
に
含
ま
れ
る
文
は
「
ム
が
行
為
n

引
を
す
れ
ば
、

S
は
サ
シ
グ
シ
ョ

γ
s
を
行
う
。
」
と
い
う
表
徴
的
、
記
述
的
意
味
し
か
も
っ
て
い
な
い
。

こ
の
文
が
ま
さ
に
信
号
と
し
て
の
機
能
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
論
理
・
意
味
論
的
に
示
す
た
め
に
は
、
「
規
範
は
『
ム
が

ιを
行
っ
た
と
き

に
は
、

S
は
s
を
行
え
。
』
と
指
示
し
て
い
る
。
だ
か
ら

L
は

ι
を
為
す
こ
と
を
避
け
よ
。
」
と
い
う
文
に
翻
訳
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
行
動

主
義
記
号
論
者
(
本
来
は
哲
学
者
〉
モ
リ
ス
も
こ
の
翻
訳
を
支
持
す
る
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
本
節
註
(

ω

)

で
触
れ
た
よ
う
に
、
彼
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説

は
意
味
作
用
の
様
式
と
し
て
、
表
徴
的
、
評
価
的
、
指
図
的
、
形
成
的
様
式
の
四
様
式
を
認
め
、
こ
れ
ら
の
意
味
作
用
を
担
う
語
を
主
記
号

ハ
合
同
区

S
E
明
日
開
ロ
)
と
す
る
四
種
類
の
文
宏
明
白
石
き
る
、
す
な
わ
ち
、
表
徴
的
、
評
価
的
、
指
示
的
、
形
成
的
文
を
類
別
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
o

さ
き
の
『
』
で
固
ま
れ
た
文
は
、
モ
デ
ル
聞
に
含
ま
れ
る
文
〔
。
同
人
む
し
〕
と
基
本
的
に
同
じ
機
能
的
意
味
、
つ
ま
り
信
号
的

意
味
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
が
、
他
方
、
モ
デ
ル
間
に
含
ま
れ
る
情
報
文
は
モ
デ
ル
聞
に
含
ま
れ
る
情
報
文
と
同
義
で
は
な
い
。
従
っ

て
、
モ
デ
ル
耐
を
モ
デ
ル
聞
を
も
っ
て
消
去
す
る
こ
と
、
い
い
か
え
る
と
、
モ
デ
ル
問
で
モ
デ
ル
仰
を
代
替
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ

ろ
う
。
も
し
川
島
が
、
モ
デ
ル
聞
も
附
も
社
会
的
象
徴
過
程
を
陰
伏
的
に
含
ん
で
い
る
の
だ
と
考
え
る
な
ら
ば
、
モ
デ
ル
の
比
較
に
お
い
て

は
、
そ
の
意
味
を
陽
顕
的
に
含
む
よ
う
に
、
モ
デ
ル
そ
の
も
の
を
作
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
科
学
的
法
社
会
学
が
象
徴
過
程
に
内

論

在
す
る
こ
の
意
味
の
違
い
を
捨
象
し
て
よ
い
根
拠
は
、
見
当
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
、
も
う
一
つ
別
の
角
度
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。
モ
デ
ル
聞
で
は
規
範
情
報
が
〔
L
F
(

むし
U
か
マ
ロ
と
表
現
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
「
も
し
ム
が
n
h

を
す
れ
ば
、

L
“は

s
を
行
う
。
」
と
い
う
意
味
で
、
記
号
コ
は
、
上
述
の
よ
う
に
、
論
理
学
で
い
わ
ゆ
る
「
実

質
含
意
」
の
記
号
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
条
件
文
で
は
、
前
件
付
守
し
は
後
件
炉
す
)
の
十
分
条
件
を
、
後
件
は
前
件
の
必
要
条
件
を

[

L

P

(

h

)

U

L

戸
(
む
し
]
が
右
の
文
と
等
値
な
文
と
し
て
導
け
る
。

(3) 
示
し
て
い
る
が
、

そ
の
こ
と
か
ら
も
容
易
に
、

こ
の
情
報
文
の
内
容
は
、

「
S
の
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
行
為
が
な
か
っ
た
ら
、

L
が
n

山
を
し
た
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

(
正
し
く
は
、
意
味
が
)
制
裁
行
為
の
存
否
(
正
し
く
は
、
意
味
)
に
条
件
づ
け
ら
れ
る
と
し
た
ら
、
こ
れ
は
全
く
奇
妙
な
こ
と
で
は
な
か

も
し
犯
罪
行
為
の
存
否
が

ろ
う
か
。
裁
判
所
の
制
裁
を
免
れ
れ
ば
犯
罪
に
は
な
ら
な
い
、

よ
り
正
確
に
い
え
ば
、
裁
到
所
の
制
裁
行
為
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
上
が
犯

一
体
誰
が
法
に
従
う
で
あ
ろ
う
か
。

罪
行
為

ιを
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

一
見
川
島
に
似
て
、

ン
ク
シ
ョ
ン
の
規
定
を
伴
う
規
範
を
法
の
第
一
次
的
規
範
、
「
単
な
る
当
為
規
範
」
を
法
の
第
二
次
的
規
範
と
し
て
区
別
し
た
ケ
ル
ゼ
ン
は
、

そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
こ
の
点
で
正
確
な
分
析
を
行
っ
た
。
彼
は
第
一
次
規
範
を
裁
判
規
範
と
し
て
次
の
よ
う
に
表
現
し
た
の
で
あ
る
。
「
あ

北法32c1・136)136 

サ



る
法
律
要
件
が
満
さ
れ
る
と
き
、

一
定
の
制
裁
が
加
え
ら
れ
る
ベ
ト
で
あ
る
」
(
傍
点
、
守
嵐
山
と
。
こ
れ
は
、

ケ
ル
ゼ
ン
が
法
規
範
に
基

づ
く
、
法
律
要
件
へ
の
法
律
効
果
の
「
〔
規
範
的
〕
帰
属
」
、

(
P
B
n
E
E問
、
ラ
レ
ン
ツ
で
は
〉

g
L
E話
)
と
い
う
観
念
を
堅
持
し
え
た

た
め
で
あ
石
附
ケ
ル
ゼ
ン
の
表
現
を
文
字
通
り
に
訳
す
と
、
〔
L

F

(

む
し

U
O炉
(

h

↓
デ
)
〕
と
な
石
町
こ
の
文
で
は
、
「
裁
判
所
の
制
裁
を
免
れ

れ
ば
、
犯
罪
に
な
ら
な
い
。
」
と
い
う
不
合
理
は
合
意
さ
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
川
島
の
い
う
「
形
而
上
学
的
」
観
念
の
要
素
が
、
第

一
次
規
範
に
も
残
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
モ
デ
ル
問
は
次
の
よ
う
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

〔
」
戸
(
む
し

U
O
L
P
(同
)
〕

HVLP(円
)

いわゆる「経験法学」の可能性あるいは不可能性 (2) 

μ) 

最
後
に
「
予
測
法
学
」
あ
る
い
は
「
弁
護
士
法
学
」
と
い
う
川
島
経
験
法
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

い
ま
、
法
的
規
範
文
は
、
〔
L

F

(

む

し

U
Oわ
(
h
)

〕
で
表
わ
さ
れ
う
る
と
し
よ
う
。
で
は
こ
の
規
範
は
論
理
的
に
は
ど
の
よ
う
に
機
能
す
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
「
も
し
ム
が

ι
を
な
せ
ば
、
ん
は

s
を
行
う
と
い
う
こ
と
を
推
論
し
て
よ
い
。
」
と
い
う
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、
「
も
し

L
が
庁
内
を

な
せ
ば
、

Lu
は
s
を
行
う
で
あ
ろ
う
と
い
う
予
測
を
法
則
的
に
し
て
よ
い
o
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
で
は
な
い
。

こ
の
規
範
文
の
機
能
は
、
「
い
ま

L
が
A

引
を
な
し
た
と
し
よ
う
。
そ
の
時
は
、
『
も
し
ム
が
仇
を
な
せ
ば
、

ιは
s
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
』

と
い
う
規
範
を
楯
に
と
っ
て
よ
い
。
基
準
に
し
て
よ
い
。
理
由
を
こ
こ
に
求
め
て
よ
い
。
」
と
い
う
こ
と
に
あ
り
、
「
ム
が

ι
を
な
し
た
こ
と

(
白
山
)

か
ら
、
ん
が

s
を
行
う
で
あ
ろ
う
こ
と
を
法
則
的
に
予
測
し
て
よ
い
。
」
と
い
う
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
法
則
的
に
予
測
す
る
た
め
に
は
、

全
く
別
の
法
則
命
題
を
探
求
し
、
そ
れ
を
経
験
的
に
基
礎
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
規
範
を
そ
の
ま
ま
予
測
に
使
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ

の
よ
う
な
法
則
命
題
を
仮
に
、
(
わ
門
)
(
k
f
U
M
M
)
、
す
な
わ
ち
「
あ
る
グ
ラ
ス
の
ど
ん
な
成
員
Z

に
つ
い
て
も
、

Z

が
行
為
A
を
な
せ
ば
、

ン
ク
シ
ョ
ン
決
定
者

s
は
サ
ン
ク
シ
ョ
ン

S
を
決
定
す
る
で
あ
ろ
う
o
」
と
し
よ
う
。
こ
の
場
合
の
法
則
命
題
の
論
理
的
機
能
も
ま
た
「
Z

が

A
を
な
し
た
な
ら
ば
、
『
ど
ん
な
Z

に
つ
い
て
も
、

Z

が
行
為
A
を
な
せ
ば
、
サ

γ
グ
シ
ョ
ン
決
定
者

s
は
サ
ン
グ
シ
ョ
ン

S
を
決
定
す
る

で
あ
ろ
う
。
』
と
い
う
法
則
命
題
を
楯
に
と
っ
て
、

S

が
S
を
決
定
す
る
で
あ
ろ
う
と
予
測
し
て
よ
い
。
推
理
し
て
よ
い
。
」
と
い
う
こ
と
に
あ サ
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説

る
。
事
実
、
さ
き
の
規
範
文
に
し
て
も
、
こ
の
法
則
命
題
に
し
て
も
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
前
件
と
後
件
の
関
係
(
一
方
は
規
範
的
帰
属
の

関
係
を
、
他
方
は
因
果
的
帰
属
の
関
係
)
を
肯
定
し
て
い
る
の
み
で
あ
っ
て
、

そ
れ
だ
け
で
は
後
件
を
肯
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、

吾疋為

自問

り
、
さ
き
の
規
範
文
で
は
「
v

ん
が

s
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
」
と
い
う
こ
と
を
帰
結
し
な
い
し
、
あ
と
の
法
則
命
題
で
は
「

s
は
S
を
決
定
す

る
0

」
と
い
う
こ
と
を
帰
結
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

一
般
的
に
表
現
す
れ
ば
、
自
明
の
こ
と
で
あ
る
が
、
命
題
ぜ
U
Q
3

だ
け
か
ら
も
、
命
題

E

、
=
だ
け
か
ら
も
命
題
E

唱Z
を
推
論
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
E
』
守

U
唱
=
と
E

、
=
の
両
者
を
肯
定
す
る
と
き
に
の
み
、
ぷ
=
を
肯
定
で
き
る
。

従
っ
て
、
法
則
命
題
が
予
測
の
理
由
あ
る
い
は
根
拠
と
な
る
よ
う
に
、
規
範
文
は
判
決
の
た
め
の
1

1
行
為
規
範
の
場
合
で
あ
れ
ば
、
一
定

の
行
為
の
た
め
の

l
l理
由
あ
る
い
は
根
拠
と
な
る
。
こ
れ
が
法
則
命
題
や
規
範
文
の
論
理
的
に
全
く
自
然
な
機
能
で
あ
る
。

し
か
し
、
お
そ
ら
く
次
の
よ
う
な
異
論
が
あ
ろ
う
。
川
島
は
、
規
範
情
報
が
判
決
や
行
為
の
理
由
と
な
る
と
い
う
論
理
的
機
能
を
問
題
に

し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
規
範
情
報
が
も
っ
て
い
る
因
果
的
な
動
機
づ
け
の
機
能
を
問
題
に
し
て
い
る
の
だ
、
と
。
そ
の
通
り
で
あ
る
。
し

か
し
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
は
次
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
動
機
づ
け
は
通
常
因
果
的
用
語
で
表
現
さ
れ
る
が
、
こ
の
因
果
的

用
語
を
自
然
科
学
に
お
け
る
因
果
的
用
語
(
一
般
的
法
則
命
題
を
基
礎
と
す
る
予
測
や
説
明
の
た
め
の
用
語
)
と
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
こ

と
。
そ
し
て
、
人
間
が
自
然
因
果
的
に
動
機
づ
け
ら
れ
る
こ
と
は
特
殊
な
例
外
(
例
え
ば
、
催
眠
術
と
か
鷲
停
に
よ
る
行
動
の
始
動
)
を
除

い
て
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
。
ま
た
、
喚
叫
や
煽
動
に
よ
っ
て
感
情
的
に
行
為
へ
と
誘
導
す
る
場
合
に
も
行
為
類
型
は
自
然
因
果
性
に
近
く
は

な
る
が
、
人
聞
の
動
機
づ
け
ら
れ
た
行
為
に
は
、
動
機
づ
け
ら
れ
る
者
に
よ
る
動
機
づ
け
を
行
う
者
の
言
動
の
認
知
や
意
味
理
解
が
先
行
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
強
迫
や
利
益
誘
導
に
よ
る
動
機
づ
け
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
こ
と
、
等
で
あ
る
。
強
迫
や
利
益
誘
導
の
場
合
に
は
、
も

ち
ろ
ん
、
そ
れ
ら
が
実
現
す
る
可
能
性
の
認
知
が
行
為
者
の
側
に
な
け
れ
ば
成
功
し
な
い
。
し
か
も
人
間
の
動
機
づ
け
に
お
け
る
圧
倒
的
に

多
く
の
事
例
に
お
い
て
は

l
l法
的
社
会
制
御
に
お
け
る
動
機
づ
け
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
泥
酔
に
よ
り
法
を
遵
守
し
た
と
い
う
の
は
明

ら
か
に
形
容
矛
盾
で
あ
ろ
う
が
|
|
特
殊
な
行
為
理
由
が
提
供
さ
れ
(
動
機
を
与
え
ら
れ
)
、
行
為
者
は
そ
れ
を
理
解
し
、
自
ら
の
行
為
の

つ
ま

北法32(1・138)138 



、
、
、
、
、

一
部
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

一
定
の
行
為
へ
と
動
機
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
提
供
さ
れ
た
理
由
は
そ
れ
に
依
っ
て
行
為
す

る
者
の
、
行
為
の
内
面
的
な
原
因
と
見
な
さ
れ
る
o

従
っ
て
理
由
は
、
因
果
関
係
と
同
様
に
、
行
為
の
説
明
と
し
て
機
能
し
、
さ
ら
に
通
常

の
答
責
性
の
基
礎
と
さ
れ
る
の
で
あ
問
。
規
範
が
一
定
か
者
に
よ
っ
て
与
え
ら
朴
、
課
さ
れ
か
と
い
う
事
態
が
、
そ
の
規
範
の
名
宛
人
を
し

て
行
為
へ
と
動
機
づ
け
る
-
つ
の
要
件
な
の
で
あ
る
が
、
裁
判
所
、
が
、
そ
の
規
範
の
意
味
を
理
解
し
、
そ
の
意
味
に
従
っ
た
行
動
を
す
る

(
あ
る
い
は
、
す
る
で
あ
ろ
う
〉
と
い
う
事
態
、
そ
し
て
そ
の
裁
判
所
の
行
為
が
争
う
余
地
の
な
い
理
由
1

|
そ
れ
ら
の
理
由
を
与
え
る
こ

と
も
法
規
範
、

(2) 

と
く
に
権
限
授
権
規
範
の
機
能
で
あ
る
が
1
ー
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
ら
が
相
侠
っ
て
社
会
成
員
を
し
て
一
定

の
行
為
へ
と
動
機
づ
け
る
の
で
あ
る
。
規
範
の
動
機
づ
け
機
能
と
は
ま
さ
に
そ
の
論
理
的
機
能
を
前
提
し
て
い
る
、
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
一
個
の
弾
性
体
が
他
方
の
弾
性
体
を
動
機
づ
け
た
、
と
言
う
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
言
わ
な
い
の
は
、
弾
性
体
は
己
れ
の
動
く
理
由
や
、

動
き
方
を
知
っ
て
も
い
な
い
し
、
感
知
す
る
こ
と
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
「
動
機
づ
け
」
と
い
う
概
念
の
多
義
性
、
複
雑
さ
は
ま
ず
第
一
に

こ
の
点
に
あ
る
。
「
動
機
づ
け
」
は
単
に
因
果
連
関
の
み
で
な
く
、
論
理
的
連
関
を
も
含
意
し
、
殊
に
社
会
制
度
の
中
で
は
両
者
が
複
雑
に

か
ら
み
合
っ
て
一
個
の
動
機
を
形
成
す
る
の
で
あ
る
。
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
、
そ
れ
は
多
く
の
社
会
的
行
為
の
不
可
欠
の
要
素
で
あ
る
。

規
範
を
規
範
と
し
て
、
ル
ー
ル
を
ル
l
ル
と
し
て
そ
の
意
味
に
従
っ
て
理
解
し
な
け
れ
ば
、
制
度
的
行
為
を
行
う
こ
と
、
あ
る
い
は
動
機
づ

け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
従
っ
て
、
象
徴
作
用
を
動
機
づ
け
の
機
制
の
重
要
な
、
と
き
に
独
占
的
な
要
素
と
し
て
認
め
る
こ
と
が
重
要
な
の

いわゆる「経験法学」の可能性あるいは不可能性

で
あ
る
o

シ
ン
ボ
ル
は
ま
た
、
具
体
的
行
為
連
闘
を
飛
期
す
る
が
故
に
重
要
で
あ
る
(
警
え
て
み
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
が
頭
の
中
で
月
に
行
く

よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
)
。
「
文
化
の
形
式
こ
そ
社
会
科
学
概
念
の
モ
デ
ル
で
あ
る
o
」
と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
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従
っ
て
、
法
規
範
が
実
際
に
判
決
の
予
測
の
根
拠
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
見
え
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、

て
理
由
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
裁
判
所
は
こ
の
根
拠
に
基
づ
い
て
判
決
を
す
る
蓋
然
性
が
実
際
に
高
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が

っ
て
、
あ
る
要
件
事
実
が
存
在
す
る
と
、
裁
判
所
は
一
定
の
法
律
効
果
を
そ
れ
に
帰
属
さ
せ
る
判
決
を
高
い
蓋
然
性
で
も
っ
て
下
す
で
あ
ろ

「
判
決
が
規
範
を
根
拠
と
し



説

ぅ
。
」
と
い
う
、
複
雑
な
条
件
に
支
え
ら
れ
た
推
理
を
、
誤
解
を
招
き
易
い
形
に
縮
約
し
た
結
果
で
あ
っ
て
、
こ
の
予
測
は
規
範
の
当
為
性
を

吾β為
民間

一
定
の
社
会
事
象
の
通
常
の
予
測
で
あ
れ
ば
、
法
則
に
つ
い
て
極
め
て
複
雑
な
経
験
的
研
究

を
要
す
る
が
、
裁
判
所
の
行
動
の
予
測
は
規
範
の
意
味
さ
え
理
解
す
れ
ば
可
能
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
と
し
て
も
、
実
際
に
は
、
裁
判
官
の

」
そ
不
可
欠
の
前
提
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

当
為
的
規
範
に
基
づ
く
内
的
規
範
的
動
機
づ
け
の
複
雑
な
機
制
(
ハ

l
ト
の
こ
と
ば
を
籍
り
る
と
、
内
的
な
観
点
)
を
前
提
し
て
の
み
可
能

と
な
る
。

生
物
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
運
動
体
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
情
報
と
を
必
要
と
す
る
o

人
間
の
作
っ
た
機
械
を
目
的
に
副
っ
て
動
か
す
と
き
も
そ

う
で
あ
る
。
因
果
的
行
動
連
関
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
連
関
に
当
た
り
、
意
味
は
情
報
に
相
当
す
る
。
情
報
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
連
関
に
よ
っ
て
置
き
換

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
、
意
味
を
外
的
で
観
察
可
能
な
行
動
の
因
果
連
関
に
置
き
換
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
情
報
の
科
学
が
あ
る

よ
う
に
、
意
味
の
独
自
の
科
学
が
あ
っ
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

規
範
文
を
予
測
命
題
に
す
り
替
え
る
の
で
は
な
く
、
予
測
命
題
そ
の
も
の
を
経
験
的
に
確
立
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
法
規
範
な
り
法
の
規

範
性
と
い
う
も
の
が
社
会
に
お
い
て
果
す
機
能
を
分
析
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
法
社
会
学
の
任
務
で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
が
川
島
の
主
張
の
本

来
の
主
旨
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
し
か
し
、
規
範
の
意
味
を
事
実
関
説
的
な
意
味
に
置
き
換
え
た
り
、
規
範
言
語
を
事
実
関
説
的
言
語

(
観
察
言
語
、
物
理
言
語
、
経
験
的
言
語
)
に
翻
訳
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
法
社
会
学
の
任
務
と
は
思
え
な
い
。

人

が

(

規

範

に

従

っ

た

〉

た

し

か

に

一

つ

の

社

会

的

事

実

で

あ
る
が
、
そ
れ
は
規
範
的
期
待
が
そ
の
陣
師
、
あ
る
い
は
蓋
然
的
に
も
、
実
現
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
と
は
別
の
こ
と
で
あ
る
し
、
規
範

的
期
待
の
内
容
が
何
ら
か
の
社
会
的
行
為
を
事
実
と
し
て
表
徴

2
2
F
m
E
Z
)
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
。
そ
れ
は
、
ル

l
マ
ソ
の

ハ

ω)

こ
と
ば
を
語
り
る
と
、
抗
事
実
的

(
r
o
Z
B
F
E
5
F
)
に
期
待
を
表
出
な
い
し
貫
徹
す
る
意
志
の
表
明
で
あ
る
。
ウ
ェ

l
バ
l
(冨
・
垣
内
ゲ
巾
同
〉

が
法
律
学
と
法
社
会
学
を
峻
別
し
た
か
凶
、
規
範
の
意
味
を
法
則
の
意
味
と
混
同
し
て
よ
い
、
と
い
わ
ん
が
た
め
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思

「
規
範
的
期
待
」

1
1
1
こ
の
期
待
は
予
測
で
は
な
い

l
iー
を
す
る
こ
と
は
、
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わ
れ
る
。
法
社
会
学
は
ま
さ
に
そ
の
師
団
の
意
味
に
従
っ
て
規
範
の
意
味
を
、
社
会
的
行
為
の
意
味
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
点

で
法
解
釈
、
法
哲
学
と
か
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
そ
の
意
味
の
世
界
を
学
問
的
に
探
求
す
る
可
能
性
を
「
経
験
法
学
」
が
閉
ざ
す
こ
と
が
あ

つ
て
は
な
る
ま
い
。
日
常
世
界
と
科
学
の
世
界
、
あ
る
い
は
自
然
科
学
と
社
会
科
学
の
世
界
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
に
と
っ
て
、
相
互
の
理
解

こ
そ
相
応
し
い
付
き
合
い
方
で
あ
っ
て
科
学
の
合
理
性
の
名
に
お
い
て
、

日
常
世
界
や
社
会
の
学
聞
に
と
っ
て
不
可
欠
・
独
自
の
も
の
を
摘

み
取
る
こ
と
は
、
近
代
的
世
界
観
、
科
学
的
世
界
観
の
名
に
お
い
て
な
さ
れ
た
植
民
と
同
じ
思
考
(
思
想
)
の
軌
跡
を
描
く
こ
と
に
な
ら
な

い
だ
ろ
う
か
。

(2) 

私
は
、
川
島
の
よ
う
に
秀
れ
て
明
敏
な
学
者
が
、
何
故
こ
の
よ
う
な
泥
沼
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
理
解
し
か
ね
て
い

いわゆる「経験法学」の可能性あるいは不可能性

る
。
お
そ
ら
く
、
粗
暴
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
(
広
い
意
味
で
)
に
対
す
る
反
動
も
あ
っ
た
ろ
う
か
と
想
像
し
、
そ
の
点
で
共
感
も
す
る
の
で
あ

る
が
、
言
葉
の
世
界
を
「
任
意
に
」
裁
断
し
、
第
定
し
て
み
て
も
、

わ
れ
わ
れ
が
粗
暴
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
根
絶
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い

で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
わ
れ
わ
れ
も
ま
た
、
規
範
的
こ
と
ば
、
人
々
に
訴
え
る
こ
と
ば
を
必
要
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
。
必
要
な

こ
と
は
、

そ
れ
ら
の
性
質
を
よ
く
理
解
し
、
濫
用
し
な
い
こ
と
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
下
に
、
本
章
二
・
ニ
で
提
示
し
た
川
島
経
験
法
学
の
問
題
点
を
挙
げ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

川
動
機
づ
け
に
つ
い
て
例
川
島
は
自
律
的
動
機
づ
け
と
他
律
的
動
機
づ
け
と
を
明
瞭
に
区
別
す
る
こ
と
、

け
が
社
会
的
制
御
に
お
い
て
果
す
決
定
的
役
割
を
認
識
す
る
こ
と
に
失
敗
し
て
い
る
o

法
1
強
制
規
範
説
は
暗
に
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
を
含
み
う

お
よ
び
自
律
的
動
機
づ

る
O 

)
 

恥

μ(
 
シ
ン
ボ
ル
に
よ
る
動
機
づ
け
に
関
連
し
て
、
行
動
主
義
的
記
号
論
は
致
命
的
な
欠
陥
を
も
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

一
般
に
、
社
会
制
御
に
お
け
る
動
機
づ
け
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
包
括
的
な
理
解
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

( c) 
(2) 

川
島
が
支
持
し
た
と
思
わ
れ
る
意
味
1
指
示
物
理
論
は
不
十
分
で
、
川
島
の
記
号
論
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
状
況
を
考
慮
に
入
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説

れ
る
一
般
的
な
理
論
に
吸
収
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

川
島
は
規
範
情
報
を
〔
、

u
b
と
定
式
化
し
た
が
、
こ
の
定
式
は
背
理
を
含
み
、
規
範
情
報
と
し
て
機
能
し
な
い
。

川
島
は
規
範
的
帰
属
を
論
理
的
帰
属
、
因
果
的
帰
属
と
区
別
す
る
が
、
三
者
の
方
法
論
的
意
義
に
つ
い
て
混
乱
を
持
ち
込
ん
で
い
る

去A
H岡

(4) (3) 
と
考
え
ら
れ
る
。

(5) 

川
島
理
論
の
以
上
す
べ
て
の
欠
陥
は
、
結
局
、
規
範
的
概
念
を
法
の
言
語
か
ら
消
去
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
法
社
会
学
を
科
学
た

ら
し
め
う
る
、
と
い
う
操
作
主
義
的
誤
解
に
関
連
し
て
お
り
、
法
言
語
か
ら
の
規
範
的
言
語
の
消
去
は
、
法
社
会
学
を
科
学
へ
と
導
く
の
で

は
な
く
、
不
合
理
へ
と
導
く
他
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

次
章
以
下
で
は
、

こ
れ
ら
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
歴
史
的
に
、
も
っ
と
系
統
的
な
考
察
を
行
う
こ
と
に
し
よ
う
。

ハ
1
)
川
島
武
笠
「
『
法
』
の
社
会
学
理
論
の
基
礎
づ
け
」
(
『
講
座
』

4
、
所
収
)
、
三
一
一
八
l
一
一
一
一
一
九
頁
。
具
体
的
に
は

『
講
座
』

4
巻
で
、
「
法
の
紛
争
モ
デ
ル
」
は
『
講
座
』
5
巻
で
扱
わ
れ
て
い
る
。

(

2

)

川
島
、
『
講
座
』
4
、
一
一
二
三
頁
。

(

3

)

矢
崎
は
川
島
の
作
業
を
、
「
法
を
記
号
化
す
る
試
み
」
と
し
て
把
え
て
い
る
。
矢
崎
光
国
『
法
哲
学
』
、
一
八
九
頁
。
た
し
か
に
川
島
の
作
業
は
形
式

化
さ
れ
た
法
的
高
次
言
語
の
構
築
を
含
意
し
て
い
る
が
、
む
し
ろ
法
の
モ
デ
ル
の
作
成
と
し
て
把
え
る
方
が
理
解
さ
れ
易
い
。
と
い
う
の
は
、
記
号
は
単

に
モ
デ
ル
の
要
素
を
映
し
出
し
て
い
る
だ
け
で
、
言
語
の
形
式
化
に
必
要
な
規
則
は
殆
ん
ど
何
も
与
え
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

(
4
〉
川
島
、
『
講
座
』

4
、
一
一
一
一
一
一
二
三
三
四
頁
。

(
5
〉
「
規
範
的
期
待
」
の
表
出
が
蔵
し
て
い
る
、
法
の
機
能
目
的
に
対
す
る
逆
機
能
効
果
に
つ
い
て
は
、

Z
-
F
z
r
B
E
P
河内町、

VHhSNR。
h
F

(
H
N
C司
D
E
C
-
H
W仏

-Huω
・
5
0同
・
村
上
淳
一
・
六
本
佳
平
訳
、
一
六
八
頁
。

小
室
は
、
川
島
の
こ
の
相
互
行
為
モ
デ
ル
を
使
っ
て
、
社
会
的
行
動
連
関
分
析
の
一
般
理
論
を
構
想
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
川
島
の
相
互
行
為
モ
デ

ル
が
、
ス
キ
ナ
l

・ホ

l
マ
ン
ズ
流
の
操
作
行
動
を
基
礎
と
す
る
社
会
的
交
換
の
理
論
と
近
似
し
て
い
る
こ
と
を
ま
ず
確
認
し
、
次
の
よ
う
な
パ

l
フ
ォ

「
法
の
社
会
制
御
モ
デ
ル
」
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いわゆる「経験法学」の可能性あるいは不可能性 (2) 

ー
マ
ン
ス
・
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
過
程
が
、
二
人
社
会
で
成
立
つ
と
い
う
。
お
互
い
に
相
手
の
行
動
が
自
分
の
行
動
の
強
化
因
子
と
な
る
の
で
あ
る
。

み
よ
』
|
+
い
よ
1
1↓
与
♂
|
|
ψ

〉
ご
l
l
v与
♂
ー
i
ψ

与
ご
1
↓・••••.... 

こ
こ
で

a
と
b
は
二
人
の
行
為
者
を
、
ん
と
ん
は

a
と
b
の
行
為
相
互
行
為
を
、
添
数
は
行
為
の
順
序
を
表
わ
す
も
の
と
す
る
。
小
室
は
、
ホ
l
マ
ン
ズ

が
こ
の
よ
う
な
パ

l
フ
ォ

l
マ
ン
ス
・
サ
ン
タ
シ
ョ
ン
過
程
と
経
済
に
お
け
る
需
要
・
供
給
過
程
と
の
類
似
性
を
強
調
す
る
の
み
で
、
分
析
を
さ
ら
に
す

す
め
て
、
こ
の
相
互
行
為
シ
ス
テ
ム
の
均
衡
解
の
存
在
、
安
定
条
件
の
分
析
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
を
批
判
し
つ
つ
、

a
、
b
そ
れ
ぞ
れ
の
行
為
の
系
列

(
入
山

H
a
l
l
↓
h
a
|
↓
b
a
|
↓
:
:
:
〉
(
h
o
-
-
v
b
T
|
↓
h
r
|
↓
:
:
:
)
が
一
つ
の
安
定
点
に
収
束
す
る
た
め
の
条
件
の
分
析
を
一
般
化
し
、
次
の
よ

う
な
学
習
に
つ
い
て
の
微
分
方
程
式
で
社
会
行
動
の
相
互
連
関
過
程
が
表
現
さ
れ
る
と
論
ず
る
の
で
あ
る
。

札
人

RU「
日
」
心
(
ト
・
h
p
i
-
-
-
-
h
る
Q
u
r
i
-
-
-
ミ
)

す
な
わ
ち
、
k
由
民

Q
U
ゲ
・
:
:
J
る
の
条
件
づ
け
過
程
、
す
な
わ
ち
学
習
過
程
は
、
自
己
お
よ
び
他
人
の
行
動
に
よ
っ
て
条
件
づ
け
ら
れ
、
学
習
と

丸
、
由
民

は
、
行
動
の
時
聞
に
お
け
る
変
化
叫
刊
で
表
現
さ
れ
る
か
ら
、
右
の
式
が
成
立
つ
と
い
う
。
小
室
、
『
講
座
』
4
、
二
五
六
|
二
六

O
頁。

新
し
い
巨
視
的
な
観
点
を
法
社
会
学
に
導
入
し
た
功
績
を
問
う
つ
も
り
は
な
い
が
、
小
室
の
こ
の
表
現
が
文
字
通
り
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
わ
け
で
は
な

い
。
第
一
に
、
右
の
表
現
は
象
徴
的
な
意
味
し
か
も
っ
て
い
な
い
。
要
す
る
に
一
定
の
関
係
が
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
微
分
可
能

な
社
会
量
の
聞
の
関
係
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
ま
で
断
定
し
た
と
は
思
え
な
い
。
第
二
に
、
ル
が
い
か
な
る
関
係
で
あ
る
か
を
確
定
す
る
の
で
な
け
れ

ば
、
一
つ
の
発
想
の
域
に
と
ど
ま
っ
て
、
社
会
的
相
互
作
用
の
シ
ス
テ
ム
分
析
は
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
実
際
こ
の
よ
う
な
関
係
を
ど
の
よ
う
に
し
て

確
定
す
る
か
が
、
分
析
の
成
否
の
鍵
で
あ
っ
て
、
複
雑
多
岐
な
動
機
づ
け
連
関
を
求
め
て
定
性
的
な
レ
ヴ
ェ
ル
で
で
あ
れ
、
悪
戦
苦
悶
し
て
い
る
の
が
わ

れ
わ
れ
の
現
況
で
あ
ろ
う
。
第
三
に
、
安
定
し
た
均
衡
解
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
は
、
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
先
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
続
い
て
本
文
で

述
べ
る
よ
う
に
、
パ

I
フ
ォ

l
マ
ン
ス
・
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
み
を
基
礎
と
す
れ
ば
、
法
目
的
に
対
し
て
逆
機
能
す
る
行
為
連
鎖
が
生
じ
う
る
と
い
う
こ
と

が
す
で
に
認
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
安
定
し
た
均
衡
解
の
あ
る
関
係
を
探
し
求
め
て
い
る
の
だ
と
も
云
え

よ
う
。
第
四
に
、
社
会
的
制
御
の
相
互
行
為
は
経
済
学
に
お
け
る
一
般
均
衡
分
析
に
類
比
的
に
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
一
般
均
衡
分
析
が
経
済

学
分
析
で
万
能
で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
こ
と
も
大
い
に
懸
念
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
さ
ら
に
次
の
点
と
関
連
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
安
定
し
た
均
衡
解
が
存
在
す
る
社
会
的
相
互
作
用
の
シ
ス
テ
ム
が
、
社
会
的
に
見
て
「
最
善
の
も
の
」
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
も
し

最
善
の
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
想
定
が
方
法
論
の
う
ち
に
暗
黙
に
含
ま
れ
て
お
り
、
逆
に
言
っ
て
、
安
定
的
均
衡
解
の
予
測
の
さ
ら
に
先
に
は
法
社
会
学

の
な
す
べ
き
仕
事
が
な
い
と
想
定
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
証
明
さ
れ
る
べ
き
こ
と
の
先
取
と
な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
し
て
、
安
定
的
均
衡
解
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説

の
予
測
は
問
題
の
半
ば
を
消
化
し
え
た
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
な
ろ
う
。
学
習
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。

(

6

)

川
島
、
『
講
座
』

4
、
一
一
一
一
二
四
|
一
一
一
一
一
一
五
頁
。

(

7

)

川
島
、
『
講
座
』
4
、
一
二
三
五
頁
。

(
8
〉
川
島
、
『
講
座
』

4
、
一
三
一
一
五
頁
。

(

9

)

川
島
、
『
講
座
』
4
、
三
三
六
頁
ω

(
叩
〉
川
島
の
原
文
で
の
表
記
L

P

(

ね
じ
を
か
(
Q
N
)

に
変
え
た
。
何
故
な
ら
円
か
(
ね
じ
UHV(h〉
〕
は
意
味
上
門
。
L
P
(
Q
H
)

〕
に
対
応
す
る
か
ら
で
あ
る
。

一
め
は
ぬ
を
控
え
る
こ
と
(
不
作
為
)
を
意
味
す
る
。

(
日
)
川
島
、
『
講
座
』

4
、
三
三
六
頁
。

(
M
M
)

言
う
ま
で
も
な
く
、
規
範
情
報
か
ら
義
務
概
念
を
消
去
す
る
こ
と
は
川
島
の
一
貫
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

〈
日
)
川
島
、
『
講
座
』
4
、
三
三
六
頁
。

(

U

H

)

「
盗
む
べ
か
ら
ず
」
の
よ
う
な
強
制
を
避
け
る
行
動
を
定
め
る
規
範
は
、
も
し
こ
れ
を
完
全
に
言
い
表
わ
す
な
ら
ば
、
「
反
対
の
行
動
の
な
さ
れ
た
こ

と
を
要
件
と
し
て
強
制
行
為
が
効
果
と
し
て
加
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
(
傍
点
、
守
屋
)
と
い
う
法
規
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
、
そ
れ
の
締
約
形
と
し
て

用
い
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
前
提
の
も
と
で
の
み
法
規
範
で
あ
る
、
と
い
う
理
由
で
、
「
盗
む
べ
か
ら
ず
」
の
よ
う
な
規
範
を
第
二
次
的
法
規
範
と

し
て
類
別
し
た
ケ
ル
ゼ
ン
の
言
葉
を
、
こ
こ
で
思
い
出
さ
れ
る
読
者
も
多
い
で
あ
ろ
う
。
右
の
正
確
に
表
現
さ
れ
た
法
規
は
当
然
第
一
次
的
法
規
範
と
呼

ば
れ
う
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
戸
間
包
括
P
H
N
2
.
2
河
内
町
ど
に

S
R
H
〉
ロ
ロ
・
・
横
田
喜
三
郎
訳
、
五
回
頁
。

一
見
全
く
等
し
く
見
え
る
川
島
と
ケ
ル
ゼ
ン
の
思
想
な
い
し
方
法
の
聞
に
は
、
決
定
的
な
相
違
が
存
在
す
る
。
右
の
引
用
中
私
が
傍
点
を
振
っ
た
個
所

が
そ
の
相
呉
を
示
し
て
い
る
。
後
述
、
右
節
同
聞
を
参
照
。

(
日
)
〈
h
t
'
z
v
c
r自
国
ロ

P
N
N
R
E
h
E
Nな
な
h
R
切仏・

M
-
ω
-
M
5・

(
刊
印
)
川
島
、
『
講
座
』

4
、
一
二
一
二
九
|
三
四
二
貝
。

(
汀
)
川
島
、
『
講
座
』

4
、一一一四

O
l
三
四
四
頁
。

(
日
)
川
島
、
『
講
座
』
4
、
三
一
四
回
!
コ
一
四
五
頁
。

(
印
)
川
島
、
『
講
座
』
4
、
三
一
四
五
頁
。
川
島
の
原
表
記
日
人
ね
じ

uh叫(旬)〕
U
M討
を
本
文
の
よ
う
に
変
更
し
た
。

(
却
)
川
島
、
『
講
座
』

4
、一一一一一一七頁。

論
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いわゆる「経験法学」の可能性あるいは不可能性 (2)

(
幻
)
ス
キ
ナ
l
学
派
に
よ
る
と
、
思
考
と
感
情
は
行
動
の
決
定
因
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
行
動
の
附
随
物
も
し
く
は
行
動
の
結
果
で
あ
る
。
人

間
の
行
動
を
理
解
す
る
上
で
、
意
志
や
思
考
、
動
機
づ
け
な
ど
の
よ
う
な
も
の
を
考
慮
す
る
必
要
す
ら
な
い
、
と
。

(
幻
〉
川
島
、
『
講
座
』

4
、
三
一
一
一
七
頁
。

(
お
)
当
可

-
E
z
c
p
富
三
2
2
2
L
豆
急
〈
E
S
-
-ロ

H
3
G
N円
高
匂
町
内
も
え
&
去
、

FN42。
豆
、

U
H
F
E
3・
叫
ヨ
宮
内
S
2
y
。
¥
』
向
。
及
。

Q53・

E
・V-
〉
・
国
民
同
問
ロ
《
同

ζ
・
〉
出
ロ
ロ
己
同
b

・
haRhaH凡S
S
H
F内
ト
QE-
参
照
。

ハM
A
)

本
来
、
操
作
主
義
は
、
定
義
的
操
作
を
あ
る
範
囲
の
も
の
に
限
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
、
定
義
的
操
作
を
「
任
意
」
に
狭

く
と
れ
ば
、
操
作
主
義
の
意
義
は
、
あ
る
意
味
で
半
減
し
て
し
ま
う
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
は
即
事
的
な
方
法
で
あ
る
こ
と
を
や
め
て
、
哲
学
的
立
場
へ

の
表
出
へ
と
傾
斜
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
。
そ
こ
に
操
作
主
義
の
一
つ
の
デ
ィ
レ
ン
マ
が
あ
る
。
(
第
二
章
冒
頭
で
再
び
触
れ
る
。
)

(
お
)
川
島
、
『
講
座
』
4
、
一
二
三
六
頁
。

(
部
)
川
島
、
『
講
座
』

4
、
コ
三
七
頁
。

(
幻
)
出
・
巧
ゆ

}
N
o
-
-
Z
R
E
E
L
m
R
E
-
-ロ
h
h
z
sミ
gh・3
g詩
句
H
E
H
z
n
F
H
S札
H
足
、
河
内
町
言
、
F
凡な

E
Eた・
ω・
N
申

ω

三
-
2
0
・
〉
ロ
仏
巾
ロ

の円。ロ
N
O
ロ《目。
ω
岡
山
由
口

r
F
巴
町
田
‘

ω
-
E同
・
一
回
目
円
、
.
〉
・
出
血
円
ゲ
叫
3
F
向
。
S
円A
V
H

。
h
d
h
n
S
L
U
B
-
司
司
∞

P
H
H
0・
5
少

H
S
L
S
-
矢
崎
光
園
他
訳
、

一
O
一
、
一
二
四
、
一
一
一
一
、
一
一
一
五
、
二
一
九
頁
。
わ
が
国
で
は
菅
野
が
こ
の
点
に
注
目
し
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
法
U

強
制
規
範
説
を
仔
細
に
分
析
・
再
構

成
し
て
、
ケ
ル
ゼ

γ
を
誤
解
か
ら
救
っ
て
い
る
。
菅
野
喜
八
郎
「
ケ
ル
ゼ

γ
の
強
制
秩
序
概
念
と
授
権
規
範
論
」
ハ
法
哲
学
年
報
『
法
規
範
の
諸
問
題
』
、

一
九
七
七
年
、
所
収
)
一
頁
以
下
。
さ
ら
に
、
〉

MNg∞・。
w
N
h
a号
室
、
、
言
号
、
・

(
u
r
e
∞
・
参
照
。

(
却
)
川
島
は
ハ
l
ト
に
よ
る
「
法
」
の
概
念
構
成
を
三
点
に
亘
っ
て
批
判
し
て
い
る
。
第
一
に
、
ハ
ー
ト
は
「
ル
l
ル
」
と
い
う
形
而
上
学
的
言
明
を
用

い
て
、
法
の
概
念
構
成
を
し
、
「
ル

1
ル
」
を
観
察
可
能
な
も
の
と
す
る
た
め
に
必
要
な
翻
訳
作
業
を
し
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
ハ
ー
ト
が
「
法
律

学
」
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
法
社
会
学
に
お
い
て
は
、
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
社
会
が
制
御
さ
れ
て
ゆ
く
動
的
過
程
に
焦
点
を
し
ぼ
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
に
、
ハ
ー
ト
の
い
わ
ゆ
る
「
第
二
次
的
ル

l
ル
」
が
物
理
的
制
裁
を
欠
い
て
い
る
の
は
、
い
や
し
く
も
第
二
次
的
ル

1
ル
が
法

的
ル

i
ル
で
あ
る
と
認
め
る
限
り
不
当
で
あ
る
。
第
三
に
、
ハ
ー
ト
は
、
ル

1
ル
と
い
う
も
の
を
「
内
的
側
面
」
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
る
。
し
か
し
例
え

ば
、
第
一
次
的
ル
ー
ル
に
対
し
て
「
内
的
観
点
」
〈
川
島
は
、
こ
れ
を
「
ル
ー
ル
に
対
す
る
正
当
性
の
信
念
」
と
一
玄
い
か
え
て
い
る
〉
を
欠
い
て
い
る
場

合
、
こ
れ
を
理
論
的
に
ど
う
処
理
す
る
の
か
、
と
。
川
島
、
『
講
座
』
3
、
一
七
二
一
良
以
下
。

第
一
レ
由
一
に
つ
い
て
は
、
本
稿
全
体
で
考
察
す
る
他
は
な
い
が
、
第
二
、
第
三
の
批
判
は
ハ

l
ト
に
対
す
る
か
な
り
の
誤
解
に
基
づ
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ

北法32(1・145)145 



説

れ
る
。
詳
し
く
は
第
二
章
四
で
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
・
と
り
あ
え
ず
、
前
註
で
の
ハ
!
ト
の
引
用
箇
所
と
、
国
間
同
F

同3
F
向
。
。
理
念
H

。h
h
Q
S
-
宅

H
O印
l
H
O
叶
"
矢
崎
他
訳
、
一
一
八
一
一
一

O
頁
、
お
よ
び
、
矢
崎
光
園
「
法
社
会
学
講
座
所
収
の
川
島
論
文
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
」
(
日
本
法
社
会
学
会
編

『
法
社
会
学
の
方
法
』
所
収
)
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

(
却
)
川
島
、
『
講
座
』

4
、
一
三
一
一
四
頁
。

(
却
〉
小
室
、
『
講
座
』

1
、
三
四
六
頁
参
照
。

(
幻
)
川
島
、
『
講
座
』
4
、
三
五
二
一
貝
、
註
(
訂
〉
。

(
認
)
例
え
ば
、
開
-
H
)
白

n
r
p
H
之
宮
片
足

E
E
S
P
-
u
a
-
(以
下
ミ
ミ
な

E
Sと
略
す
。
〉
人
間
の
内
発
的
動
機
づ
け
に
つ
い
て
の
研
究
が
「
再
開
」
さ
れ

た
、
と
い
う
の
は
次
の
よ
う
な
事
情
を
さ
し
て
い
る
。
ウ
ッ
ド
ワ
l
ス
(
戸

ω・
当

caき
)
同
門
ご
は
一
九
一
八
年
に
す
で
に
、
行
動
優
先
説
(
切

m
E三
2
・

閉

E
S
日々
p
g
q
)
を
展
開
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
内
発
的
に
動
機
づ
け
ら
れ
た
行
動
を
説
明
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
遺
憾
な
こ
と
に
、
ウ
γ
ド
ワ
l

ス
の
研
究
が
進
ん
で
い
た
頃
に
拾
頭
し
始
め
た
行
動
主
義
の
強
い
流
れ
の
た
め
に
、
こ
の
重
要
な
テ
!
?
に
つ
い
て
の
他
の
心
理
学
者
の
研
究
が
妨
ま
れ

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
人
間
の
内
発
的
動
機
づ
け
に
つ
い
て
の
ま
と
ま
っ
た
研
究
は
、
こ
こ
一

O
年
な
い
し
二

O
年
の
歴
史
し
か
も
っ
て
い

な
し
。

(
お
)
同
州
・
ロ
R
F
S
巴
b
B
B
Z
常
田
O
E
O
-
c田
-
0・

5
い岳
2
0・
』
い

G
b命
、
小
限
3
b
h・
r3.HaR
渡
辺
淳
一
、
沢
村
昂
一
訳
『
零
度
の
エ
ク
リ
チ
ュ

l

ル
』
、
一
一
一
一
五
|
一
一
三
ハ
頁
。
(
以
下
回

b
B
S
Z
と
略
す
。
)

(
斜
)
出
・
ロ
・
ロ

5
8
p
h叫
Uミ
HFahshUE.内
宮
匂

ω
・
(
以
下
匂
ヤ
ミ
HSNM
と
略
す
。
)

(
お
〉
(
お
〉
(
幻
)
(
叩
ぬ
)
ロ
ロ
ロ
gphwUミ忌。
hh・
3
・
ω
i由・

(却

)
B
F
S
に
つ
い
て
、

ω
R
F
g
-
E
b
B
g
z、
渡
辺
、
柏
岡
訳
、
一
二
八
、
一
三
七
頁
参
照
。

ハ
紛
)
ハ
4
)

ロE
n
g
-
h
u
w
S
S
F
S
-
白

1
l吋・

(
州
出
)
ロ
ロ
ロ
g
p
h
wミ詰
S
F
匂
-
u
-
N
0
・
2
・

(
日
制
)
こ
の
本
文
の
個
所
で
特
徴
づ
け
ら
れ
た
よ
う
な
行
動
主
義
的
意
味
論
の
代
表
者
と
し
て
よ
く
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
ブ
ル
ー
今
ィ
ー
ル
ド
(
「

巴
g
g
b巳

ε
や
ス
キ
ナ
ー
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
有
名
な
行
動
主
義
的
記
号
学
者
モ
リ
ス

(
(
U
F

・
玄
2
江
印
)
の
場
合
も
基
本
的
に
は
刺
戟
l
反
応
図
式

に
も
と
づ
い
て
記
号
の
意
味
を
説
明
す
る
。
但
し
、
行
動
主
義
が
記
号
と
そ
の
意
味
の
説
明
に
と
っ
て
可
能
な
唯
一
の
立
場
で
は
な
い
と
い
う
意
味
も
こ

め
て
、
自
分
の
理
論
は
記
号
の
十
分
条
件
を
定
式
化
す
る
に
す
ぎ
な
い
、
と
断
っ
て
い
る
。

論
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(2) 

各
論
者
が
何
を
刺
戟
と
し
、
何
を
反
応
と
措
定
す
る
か
は
少
し
づ
っ
ず
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
簡
単
な
ブ
ル
ー
今
ィ
ー
ル
ド
の
考
え
方
を
紹
介
し
て

R

お
こ
う
。
ブ
ル
ー
今
ィ
ー
ル
ド
の
作
例
「
ジ
ャ
ッ
グ
と
ジ
ル
の
話
」
を
図
解
す
る
と
図
の
よ
う
に
な
る
。
ジ
ル
は
空
腹
だ
っ
た
の
で
、
少
し
離
れ

ト
た
リ
ン
ゴ
の
木
の
リ
ン
ゴ
が
取
り
た
く
な
っ
た
。
ジ
ル
が
独
り
で
あ
れ
ば
刺
戟

(
S
〉
で
リ
ン
ゴ
を
取
り
に
ゆ
く
反
応
(

R

)

を
す
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
ジ
守
ツ
ク
が
い
た
の
で
ジ
マ
ッ
ク
に
リ
ン
ゴ
を
と
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
話
す
(

r

)

。
そ
れ
は
ジ
ャ
ッ
ク
の
刺
戟
と
な
っ
て
(

S

)

、
ジ
ャ
ッ

引

F
は
反
応

(
R
〉
を
お
こ
す
。
こ
の
場
合
発
話
の
「
意
味
」
は
発
話

Q
r
・-
-
S
」
の
部
分
)
と
そ
の
前
後
の
現
象

S
と
R
と
の
関
係
で
あ
る
。

S

こ
の
理
論
の
要
点
の
一
つ
は
、
刺
戟

(
S
、

s
)
と
反
応

(
R
、
r
)

と
が
す
べ
て
物
理
的
事
象
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る

o
F
巴

2
5同お]《凶-

NγghRbhp
三
宅
、
鴻
他
訳
、
二
六
頁
以
下
。

(
仏
)
ロ

g
g
p
h
f
s
S
F
目
当
・
白

l
l寸・

(
日
日
〉
明
-
m・
3
一SR
-
匂
2
a
S
H
E
w
匂

N吋
参
照
。
「
直
一
広
定
義
を
理
解
す
る
に
は
、
わ
れ
わ
れ
は
、
す
で
に
言
語
ゲ
l
ム
に
通
じ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
」
「
当
E
湾
E
R
S
-
M
V
E古
毛
E
E
N
L
F
Sミ
h
a
S認
申

N叶
1
2・
こ
こ
に
は
循
環
論
が
含
ま
れ
る
よ
う
に
見
え
よ
う
。
解
決
は
後
に
示
す
。

ハM
叩
〉
切
R
P
2・
巴
b
B
E
E
-
渡
辺
、
沢
村
訳
、
一
四
一
一
良
。

(
円
む
碧
海
純
一
の
一
連
の
労
作
を
指
す
。

(
必
)
小
室
直
樹
、
「
規
範
社
会
学
」
(
『
講
座
』
4
所
収
〉
、
二
五
四
頁
以
下
。

(
必
)
小
室
、
『
講
座
』

4
、
二
五
九
一
員
。

(
叩
〉
小
室
、
『
講
座
』

4
、
二
六

O
頁。

(
町
む
さ
き
の
ブ
ル
ー
今
ィ
ー
ル
ド
の
例
で
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ス
キ
ナ
ー
も
そ
の
点
で
は
徹
底
し
て
い
る
。

(
臼
)
司
-m-Hνhw-BR--同
町
、
詰
お
お
と
口
♂
宅

-
Z
I
g
-
行
動
主
義
的
意
味
論
に
つ
い
て
さ
ら
に
詳
し
く
は
、
』
-Fu、
。
ロ
♂
匂
2
Sミ
5
・
〈
。
--Y
同省

-HNC{・を

参
照
。

(
臼
〉
小
室
、
『
講
座
』
4
、
二
五
八
頁
。

(臼

)
F
n
r
』向。
h
m
g
S辺
参
照
。

ハ
日
)
フ
ラ

l

(
円、・

F・
司
ロ
ロ
目
。
に
よ
る
「
法
に
内
在
す
る
道
徳
」
論
を
め
ぐ
る
論
争
を
さ
す
。
出

-F-
〉
・
出
ω円
F-νEF--ω
自
由
ロ
《
同
門
r
o
F宮
gHHDロ

口問円、問者

S
L
Y
P
E
-
ω
一
戸
・
円
、
匂
口
一

-
o
p
F岳
山
〈
ぽ
B
B
L
H
1
-
r
-
-
q
。
町
戸
山
戸

rc岳
山
ロ
ケ
司
令
、
g
ミ

h
a
g
均

S
Z
R

コ
(
H
S∞)一円、・

F-

町
巳
-
四
円
増
叫

d
E
出向。、
-b~九々
。¥，

h
R
R
呂
田
品
一

E
・
o-
同νmw官官・
0
ロ
任
問
〈
包
丘
二
可
C
同』己《出口
s-
ロ
2
5
5
5
5
P開

Z
目N
F

開
同

P

同
JFGh向。丸町、話
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説

N
Q
E
N
N
E
t
s
-
〈
D
-
-
N
ω
(
呂
田
。
)
な
ど
を
参
照
。

(
出
)
円
阿
国

HMyhhミ
ぬ
」
忌
}
昌
弘
』
市
丸
内
、
，

mHH2・〉・・
ω-NHU-

(
訂
)
例
え
ば
、

Z
-
T
H
r自
由
ロ
ロ
-
M
N
R円

FHhhserhR
∞牛・

H-Nω
・
呂
田
2
・

(
回
)
「
構
造
」
「
反
構
造
」
宮
門

R
E
F
E
Z
Bえ
2
2
5
0
)
の
用
語
法
は
〈
・
吋

5
5
p
b
g詰
戸
司
氏
、
♂
ね
え

h
h
a
e
E
3
5
=
か
ら
借
用
し
た
。

(
印
)
記
号
学
(
耳
目

E
D句、

8
B
g
t
nる
に
は
大
体
ニ
つ
の
立
場
(
流
れ
)
が
あ
る
。
一
つ
は
記
号
学
の
対
象
を
意
味
作
用
公
応
巳
向
山
内
阻
止

D
p

a
m
E守
日
間
)
、
つ
ま
り
記
号
(
能
記
、
意
味
す
る
も
の
)
と
記
号
に
よ
っ
て
意
味
さ
れ
る
も
の
(
所
記
)
の
関
係
、
に
お
く
立
場
で
あ
り
、
他
の
一
つ

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
対
象
と
す
る
立
場
で
あ
る
。
基
礎
と
す
る
記
号
場
の
モ
デ
ル
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ち
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
意
味
作
用
論
に

ぞ
く
す
る
の
は
、
ソ
シ
ュ
l
ル
、
オ
グ
デ
ン
H
リ
チ
ャ
l
ズ
、
モ
リ
ス
、
初
期
の
哲
学
的
意
味
論
に
ぞ
く
す
る
人
達
、
パ
ル
ト
な
ど
で
あ
り
、
デ
ィ
ル

タ
イ
の
初
期
の
解
釈
学

(
z
q
5
2
2
z
-
C
も
驚
く
程
こ
の
立
場
に
近
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
l
シ
ョ
ン
論
に
立
つ
の
は
、
次
に
紹
介
す
る
ピ
ュ
l
ラ
l

(
関
切
位

r
r
c、
ブ
リ
ト
ン
(
回
ユ
2
0ロ
)
、
ヤ
コ
ブ
ソ
ン

(
m
-
γ
s
r
gロ
)
な
ど
、
大
体
、
言
語
学
者
が
多
い
。

論
理
経
験
主
義
者
の
記
号
論
は
い
う
ま
で
も
な
く
前
者
に
属
し
、
彼
ら
は
理
想
的
な
(
も
ち
ろ
ん
、
彼
ら
の
哲
学
的
立
場
か
ら
日
比
て
)
、
科
学
的
(
自

然
科
学
的
)
高
次
言
語
を
完
成
す
る
こ
と
を
目
ざ
し
て
努
力
し
た
が
、
そ
の
過
程
の
産
物
が
観
察
言
語
、
物
理
言
語
、
経
験
的
言
語
等
の
形
式
化
さ
れ
た

言
語
モ
デ
ル
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
見
る
と
、
川
島
は
観
察
言
語
の
よ
う
な
言
語
モ
デ
ル
を
理
想
と
し
、
経
験
的
言
語
の
よ
う
な
モ
デ
ル
に
若
干
の
妥
協

を
し
た
立
場
を
と
っ
て
い
る
と
い
え
そ
う
で
あ
ろ
う
。
詳
し
く
は
、
第
二
章
三
で
扱
う
。

意
味
論
と
し
て
の
一
貫
性
と
包
括
性
の
故
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
の
方
を
評
価
す
る
人
が
今
日
で
は
多
い
。
後
期
ヴ
ィ
ッ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

も
こ
の
立
場
に
属
し
、
哲
学
的
意
味
論
が
春
原
作
用
論
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
へ
と
転
換
す
る
の
に
、
強
い
影
響
を
与
え
た
。
法
体
系
を
扱
う
場

合
、
コ
ミ
ブ
一
ケ
ー
ジ
ョ
ン
論
に
立
っ
た
方
が
明
ら
か
に
有
利
で
あ
る
が
、
従
来
こ
と
ば
の
問
題
は
、
主
と
し
て
法
の
解
釈
と
の
関
係
で
強
く
意
識
さ

れ
、
特
に
法
の
解
釈
の
客
観
性
に
注
意
が
集
中
し
た
た
め
、
ま
た
法
社
会
学
な
ど
で
も
法
社
会
学
の
科
学
性
と
の
関
連
で
、
方
法
論
的
に
扱
わ
れ
た
た
め

に
、
哲
学
的
意
味
論
つ
ま
り
意
味
作
用
論
が
圧
倒
的
な
影
響
力
を
も
っ
て
来
た
、
と
言
え
よ
う
。

(
印
)
こ
の
三
分
法
は
大
体
ビ
ュ
l
ラ
ー
に
よ
っ
て
い
る
。
ピ
ュ
l
ラ
ー
は
簡
単
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
モ
デ
ル
に
立
っ
て
、
言
語
記
号
の
意
味
論
的

機
能
を
々
自
℃
件
。
ロ
(
〉
ロ

aEnr)・
司
自
ぴ
O

]

(

巴
白
円
印
仲
間

-
T
H
ロ間
)
w

田
仲
間
口
同
]
(
〉
唱
℃
巾
ロ
)
の
一
一
一
つ
に
分
別
し
た
の
で
あ
る
。
民
国

grrF
旬、、

R
宮、

V83.F

E
u
p
ω
N∞
・
ビ
ュ
l
ラ
ー
は
意
味
論
的
機
能
を
英
語
で
表
現
し
て
い
て
、
本
文
に
述
べ
た
三
分
法
と
の
違
い
は

2
由
ロ
が
ビ
ュ

I
ラ
ー
で
は
々
B
S
B
と

命
名
さ
れ
て
い
る
点
だ
け
で
あ
る
。
ヤ
コ
ブ
ソ
ン
が
こ
の
流
れ
を
更
に
発
展
さ
せ
て
、
言
語
記
号
の
意
味
機
能
を
、
心
情
的

l
i、
関
説
的
|
|
、
動

論
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いわゆる「経験法学」の可能性あるいは不可能性 (2) 

能
的
l
l
k
詩
的
l

l
、
交
話
的
l
l
i、
メ
タ
言
語
的
機
能
に
分
別
し
た
こ
と
は
、
改
め
て
紹
介
す
る
必
要
が
な
い
程
で
あ
る
。
同
γ
gゲ
E
P
ピ
ロ
・

宮
古
5

2
仏

3
2
5
・
2
口
仏

E
p
d
F
E
r
n
な
ト
宮
崎
忠
良
品
誌
な
お
小
、
-
Q
N
F
田
村
す
ず
子
他
訳
『
一
般
言
語
学
』
、
一
八
八
|
一
九
四
頁
。

念
の
た
め
に
モ
リ
ス
に
触
れ
て
お
く
と
、
彼
は
意
味
作
用
の
様
式
(
B
a
g
c
r
-
m
g

5々
巴
を
、
表
徴
的
2
8
H
m
E
P
1
4
、
評
価
的
公
害
5
5
2
$
、

指
図
的
P
5
ω
口
己
主
宮
町
〉
、
形
成
的
公
C
H
B
E
F
〈
ぬ
)
の
四
つ
に
分
類
し
、
こ
れ
ら
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
場
(
と
い
っ
て
も
、
か
な
り
特
殊
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
モ
デ
ル
を
用
い
て
で
は
あ
る
が
〉
に
お
け
る
言
語
使
用
に
さ
い
し
て
の
四
用
法
〈
こ
れ
は
意
味
作
用
の
四
様
式
に
相
似
的
〉
と
を
組

み
合
わ
せ
て
二
ハ
の
様
式
l
用
法
分
類
を
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
中
に
「
法
的
な
様
式
|
用
法
」
が
含
ま
れ
て
お
り
、
実
に
特
異
な
特
徴
づ
け
を
し
て
い

て
お
も
し
ろ
い
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
直
接
関
係
が
な
い
の
で
割
愛
す
る
。

(
引
)
例
え
ば
、
ゎ
-
F
・
2
2
2
8
P
N
円
H
E
a
g
礼
h
Q
品
E
R
5
8
u
H
μ
-
Z
-
F
H
0
・
叫
2
F
F
』
い
お
お
h
g
言
。
¥
』
向
。
S
F
S
印
N
U
後
期
者
吉
四
2
・

間
同
冊
目
ロ
乙
・
円
、
〉
ロ
2
5
・
同
日
。
円
。
札
。
3
t
i
h
E
.
H
F
g
e
s
-
呂田
O
な
ど
を
差
し
当
っ
て
挙
げ
て
お
く
。

(臼〉

(υ
・
穴
-
O
E
S
S
E
-
〉
H
N
H
n
E
H
L
P
3
R
ミ
E
苦
.
品
。
h
s
s
h
S
F
S
N
U
・
S
-
n
E
3
・
H
M
l
M

(
臼
)
本
節
註
(

M

)

で
の
ケ
ル
ゼ
ン
の
引
用
参
照
。

(
臼
〉
出
・
同
巳
ω
o
p
向
。
足
、
9
3
~
v
N
3
Z
吾
、
~
叫
悼
む
ね
な
ヨ
円
F
H
h
N
S
2
・
5
ロ
・
択
さ
Z
L
H
U
L
M昨
F
見
叉
ミ
河
内
町
芝
M
N
S
E
N
〉
ロ
2
・
園
・
5
・

ω目
叶
申
h
h

H
〉
ロ
己
E

・
横
田
訳
、
第
一
一
節
b
。
ラ
レ
ン
ツ
も
ま
た
、
同
旨
の
見
解
を
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。
阿
門
戸
田
5
5
・
ミ

azsミ
S
2
号
、
河
R
F
H
h
S
5
2
・

M
町
宮
、
，
F
N
〉
え
-
-
-
同
由
自
由
・

ω・
5
0
1
3
品
目

(
出
)
法
規
範
は
少
く
と
も
二
通
り
に
形
式
化
で
き
る
。
構
成
要
件
を

T
、
法
律
効
果
を
F
と
す
る
と
、

(

N

)

(

叫
d
h
u
。
、
じ
ま
た
は
(
品
。
(
叫
d
M
U

h
d
じ
。
こ
れ
を
日
常
言
語
で
区
別
し
て
読
み
下
す
こ
と
は
仲
々
難
か
し
い
。
こ
の
二
通
り
の
形
式
化
は
論
理
的
に
随
分
意
味
が
異
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
、
前
者
が
「
現
実
的
義
務
」
を
、
後
者
が
「
仮
の
義
務
」
を
表
わ
す
と
い
う
こ
と
を
示
唆
す
る
に
と
ど
め
る
。
本
文
で
は
、
簡
単
の
た
め
に
、
「
現

実
的
義
務
」
を
使
っ
て
議
論
し
た
。

(
前
)
こ
こ
で
は
、
ラ
イ
ル

(φ
同
M
L
乙
の
「
推
論
認
可
」
〈
庄
内
向
5
5
四
日
広
告
口
白
)
の
考
え
方
を
用
い
て
議
論
し
て
い
る
0
0・
H
N
M
L
P
吋
宮
内
S
2
』
足

。
、
足
立
礼
・
3
・
H
N
H
l
叶
唱
に
N
u
ω
O
白
を
参
照
。
し
か
し
、
推
論
認
可
を
論
理
的
な
推
論
規
則
、
あ
る
い
は
|
|
結
局
等
値
に
な
る
が
|
|
論
理
法
則
と

混
同
し
な
い
よ
う
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
推
論
規
則
は
推
論
の
全
体
過
程
に
か
か
わ
る
が
、
推
論
認
可
は
前
提
の
構
成
要
素
と
な
る
法
則
(
規
範

法
則
あ
る
い
は
因
果
法
則
)
に
か
か
わ
る
。
こ
れ
ら
の
法
則
の
論
理
構
造
は
い
ま
だ
に
十
分
に
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。

(
目
別
)
問
問
円
?
。
s
hミ
S
F
害
・
ぉ

T
印
印
参
照
。
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説

(
時
〉
こ
こ
で
当
為
と
存
在
の
関
係
に
一
言
触
れ
て
お
く
。
川
島
は
、
「
『
当
為
は
存
在
か
ら
は
生
じ
な
い
』
と
い
う
哲
学
の
古
典
理
論
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

経
験
法
学
の
平
面
に
お
い
て
は
、
『
当
為
は
存
在
か
ら
生
ず
る
』
」
と
述
ベ
、
ラ
I
ト
ブ
ル
フ
の
有
名
な
こ
と
ば
を
引
用
し
て
、
こ
れ
を
肯
定
的
に
評
価
す

る
(
川
島
、
「
法
規
範
の
当
為
性
の
経
験
科
学
的
意
味
」
(
日
本
法
社
会
学
会
編
『
法
社
会
学
の
諸
相
』
一
九
五
八
年
、
所
収
〉
四
九
!
五

O
頁
)
。
す
な

わ
ち
、
「
当
為
命
題
は
、
他
の
当
為
命
題
か
ら
の
み
、
演
緯
的
に
導
き
出
さ
れ
得
、
存
在
事
実
の
上
に
、
帰
納
的
に
基
礎
づ
け
ら
れ
な
い
O
i
-
-
-
し
か
し
、

現
実
か
ら
価
値
を
導
き
出
す
こ
と
の
不
可
能
性
は
:
:
:
、
論
理
関
係
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
因
果
関
係
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
」
(
ラ
l
ト
プ
ル
フ
『
法

哲
学
』
、
田
中
耕
太
郎
訳
、
八
頁
以
下
、
特
に
一

O
頁)。

し
か
し
な
が
ら
、
川
島
の
こ
と
ば
も
ラ
l
ト
ブ
ル
フ
の
こ
と
ば
も
、
注
志
し
て
よ
め
ば
そ
の
主
旨
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
何
れ
も
誤
解
を
招

く
こ
と
ば
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
「
意
識
は
存
在
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
る
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
唱
え
れ
ば
す
べ
て
を
叶
え
て
く
れ
る
呪
文
で
は
な
い
。

呪
文
が
願
い
事
を
叶
え
て
く
れ
る
の
は
、
わ
れ
わ
れ
が
呪
文
を
正
し
く
理
解
し
、
適
切
に
用
い
る
と
き
だ
け
で
あ
る
。
川
島
と
類
似
の
(
但
し
、
違
っ

て
い
る
こ
と
を
前
提
し
て
の
話
で
あ
る
が
)
、
ル

l
マ
ン
の
命
題
に
つ
い
て
も
第
三
章
で
扱
う
予
定
で
あ
る
。

(
Z
-
F
E
Y
B出口
P
M
N
R
E
2
3
主。
h
R

(
岡
山

C
唱
D
E
C
-
切仏

-rω
・
お

ω
・
村
上
、
六
本
訳
、
四
一

l
五
一
頁
。
)

(
印
)
宮
・
4
司
m
Z
F
E白
羽
E
2
E同
門
ロ
ロ
仏
仏
M
o
c
a
m
-
-
R
E
E
w
r
g
O丘
E
ロ
m
n
P
E
n
g山
司
法
門
言
、

S
札

C
E
R
N
N
R
E
P
印
〉
ロ
2
・
rgDHm同

g口
同
・
当
日
ロ
n
z
-
5
2
p
ω
・
5
R
-
世
良
晃
志
郎
訳
、
一
二
一
良
以
下
。

5命

訂
正

前
号
令
北
大
法
学
論
集
』
第
一
一
一
一
巻
、
三
・
四
合
併
号
、
上
巻
)
所
収
の
本
稿
(
一
〉
に
つ
い
て
、
以
下
の
訂
正
を
す
る
。

二
一
一
貝
目
次
五
行
自
法
的
制
御
の
モ
デ
ル
↓
法
的
制
到
制
御
の
モ
デ
ル
三
八
頁
七
行
目
、
高
度
に
州
側
側
討
判
剖
理
論
↓
高
度
に
機
能
的
に
分

制

U
削
理
論
三
六
頁
最
終
行
」
閣
制
劇
附
到
当
間
割
削
引
↓
利
引
欄
間
耐
司
割
引
欄
劇
剖
判
叫
べ
凶
判
1
州
糾
引
割
問
明
間
劇
剖
判
制
割
前
剖

↓
閥
刑
制
国
相
叶
叫
判
訓
叶
)
ゴ
一
七
頁
八
行
目
よ
り
倒
劇
的
理
論
↓
よ
り
樹
刑
的
理
論
三
九
頁
七
行
自
制
制
化
せ
ず
↓
欄
嗣
闘
叫
分
化
せ
ず

四
三
頁
一
行
自
含
ま
れ
る
↓
含
ま
れ
う
る
四
三
頁
五
行
目

Z
忠
良
白
色
宮
岡
山
氏
円
丘
、
H
F
↓
Z
白
2
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Possibility or Impossibility of the so司called

“Jurisprudence as a empirical science" (2) 

Masamichi MORIYA* 

Chapter 1 Introduction to the Problems (continued) 

2. 2 A model of social control by the law 

On the basis of operationism， professor T. Kawashima has pro・

posed a model of social control by the law. First he introduced a 

basic model of the social control in general， utilizing the idea of 

“performancesanction"， and two basic concepts: “sanction" and 

“adjusted actionぺ Next，on this basic model， four models of the 
general social control which have more specialized and articulated 

character were introduced step by step. The final two stages of this 

process were: 

口玄(a，，)コ12(5)]=争II(c) (1) 

[OI，，(a玄〉】=争II(c) (2) 
These formulas read as “A norm.information (indicated by 

[ J)‘Provided any member (1，，) of a given class make an action of a 
certain category (a，，)， then the decision-maker wi1l make a decision 

of corresponding sanction (s)' is recognised (今)by a memder (11) 

of the same class， and I1 is motivated to make a corresponding 

adjusted action (c)" cformula 1)， and “A norm.information ‘1" ought 

not to do a，( is recognised by 11> then 11 is motivated to make an 

adjusted action"， respectively. On the basis of these models of the 

general social control， Kawashima built a model of the special social 

control by the law， which is characterised by three indices: differen-

tiation of the role making the decision of sanction and the role 

making rules， and social recognition of professional independency 

in the decision.making. 

*Professor， Faculty of Law， Hokkaido University 
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He claimed， now， that model (2) has the same meaning as 

modeI (1)， for the reason that [OIx(ζ)J is a short-hand representation 

of [1.(a.)コ12(s)]， so formula (2) is to be eIiminated by formula. (1). 

The possibiIity of this elimination is one of the major problems in 

this essay. Has reaIly formula (2) the same meaning as formula (l)? 

About his claim we have questions as foIlows. 

① Kawashima aknowledged that model (2) is certainly different from 

modeI (1). Since he thought in model (2) 11 is motivated autonomously 

(intrinsicaIly)， whereas in model (1) 11 is motivated heteronomously 

(extrinsicaIly)， namely by outer sanction. However， he asserted the 

social control is properly performed by means of heteronomous 

motivation， and that autonomous motivation is just moral moti-

vation， but not legal motivation. 

( a) 1t seems to me that he has failed in discriminating the autono-

mous motive from the heteronomous motive clearly and in 

recognising the central and crucial role played by the autonomous 

motivation in the social control; the coercion theory of law 

includes a paradox impIicit1y. 

( b ) 1n relation to the motivation by symbols， behaviouristic se-

miology appears to have a decisive defect. 

( c) On the other hand， an idea of selfreinforcing behaviour given 

by N. Komura， a member of Kawashima's group， is not 

operational enough， contrary to his operationalistic position. 

(d) 1n general， further concrete and detailed investigations on 

the motivation by the law appear to be necessary. 

② The referent theory of meaning that Kawashima has accepted 

seems to be insu妊icient. His semiology lacking in taking the 

situation of communication into consideration， Kawashima overlooked 

various functions， especially signal function， of verbal expression 

other than referential fanction. 

③ Kawashima formulated the norm-information in the form “FコD"

(if F， then D): where， F stands for a factual condition and D for 

legal consequences. But， this formula is equivalent to “DコF"(if D， 

then F)， so that no norm with such a form and content would he 
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obeyed by anyone. 

④ Kawashima has failed in distinguishing the normative attribution 

of D to F from causal attribution. 

⑤ All these defects in Kawashima's model of social control seem to 

have resulted from his operationalistic misconception that S. L. wi1l 

become scientific， if normative，“metaphysical" concepts are cut 

off from the language of law. It does not appear to us that the 

elimination of normative terms from the language of S. L. will 

make S.L. scientific， but that it will rather lead S.L. to absurdity. 

In the following chapters 1 will give more detailed and 

systematic analyses on these questions. 
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